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『
小
児
科
医
の
い
な
い
ま
ち
か
ら
、

こ
ど
も
を
産
み
育
て
や
す
い
ま
ち
へ

の
転
換
』
を
テ
ー
マ
に
泉
達
郎
大
分

大
学
医
学
部
小
児
科
教
授
に
よ
る
基

調
講
話
を
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

泉
達
郎
教
授　

私
た
ち
大
分
大
学
小

児
科
で
は
、
２
０
０
４
年
か
ら
医
師

を
竹
田
市
に
派
遣
し
て
お
り
ま
す
。

全
体
の
人
口
は
減
少
し
て
い
ま
す
が
、

赤
ち
ゃ
ん
の
数
は
２
０
０
４
年
以
降
、

少
し
ず
つ
増
え
て
お
り
ま
す
。

　

竹
田
市
に
お
け
る
任
意
予
防
接
種

ワ
ク
チ
ン（
お
た
ふ
く
か
ぜ
と
水
痘
）

全
額
公
費
補
助
、
無
料
化
に
よ
っ
て
、

「
予
防
接
種
率
の
上
昇
と
、
疾
病
率

の
低
下
」、「
合
併
症
の
予
防
」、「
若

い
ご
両
親
、
地
域
社
会
、
地
域
医
療

へ
の
経
済
効
果
」、「
総
出
生
数
、
合

計
特
殊
出
生
率
の
増
加
」、「
他
市
町

村
に
お
い
て
も
任
意
予
防
接
種
の
助

成
を
開
始
」、「
保
健
師
を
は
じ
め
と

す
る
竹
田
市
、
自
治
体
の
協
力
・
支

援
、
さ
ら
に
住
民
に
小
児
医
療
・
保

健
活
動
の
重
要
性
の
認
識
が
向
上
」

と
い
っ
た
効
果
と
影
響
を
も
た
ら
し

て
お
り
ま
す
。

　

ま
た
、
竹
田
市
で
は
す
べ
て
の
保

護
者
が
育
児
に
自
信
と
期
待
を
持
っ

て
も
ら
え
る
よ
う
に「
５
歳
児
健
診
」

を
実
施
し
て
お
り
、
軽
度
精
神
遅
滞

な
ど
の
早
期
発
見
や
就
学
前
に
予
防

接
種
の
確
認
と
追
加
接
種
を
行
う
こ

と
が
で
き
ま
す
。

　

社
会
に
役
立
つ
よ
う
な
、
１
人
の

子
ど
も
を
大
切
に
育
て
る
こ
と
が
大

事
だ
と
思
い
ま
す
。

―

泉
教
授
を
中
心
と
す
る
大
分
大

学
医
学
部
の
熱
意
の
あ
る
地
域
医
療
、

小
児
医
療
に
対
す
る
ご
支
援
を
い
た

だ
き
、
深
く
感
謝
し
て
い
ま
す
。

健
康
一
直
線 

「
子
育
て
一
番
」宣
言

　

子
ど
も
は
、「
次
世
代
を
担
う
私

た
ち
の
財
産
」
で
あ
り
、
少
子
化
対

策
・
子
育
て
支
援
は
、
ま
さ
に
「
未

来
へ
の
投
資
」
で
す
。
こ
れ
は
世
代

を
超
え
て
す
べ
て
の
ひ
と
が
そ
の
役

割
を
果
た
す
、
社
会
全
体
で
取
り
組

む
べ
き
課
題
と
言
え
ま
す
。

　

竹
田
市
は
将
来
を
担
う
子
ど
も
た

ち
が
、
健
や
か
に
成
長
す
る
こ
と
を

願
っ
て
、
家
庭
や
子
育
て
に
夢
を
持

ち
、
か
つ
子
ど
も
を
安
心
し
て
産
み

育
て
る
こ
と
が
で
き
る
環
境
づ
く
り

に
努
め
ま
す
が
、
特
に
病
気
の
重
症

化
を
未
然
に
防
ぐ
予
防
接
種
に
力
を

入
れ
て
ま
い
り
ま
す
。

　

こ
れ
ま
で
任
意
の
予
防
接
種
で
あ

る
「
み
ず
ぼ
う
そ
う
」
や
「
お
た
ふ

く
か
ぜ
」
に
、
公
費
助
成
を
行
っ
て

ま
い
り
ま
し
た
が
、
さ
ら
に
今
回
新

た
に
「
ヒ
ブ
ワ
ク
チ
ン
」、「
小
児
用

肺
炎
球
菌
」、「
子
宮
頚
が
ん
ワ
ク
チ

ン
」
に
も
、
助
成
を
行
っ
て
ま
い
り

ま
す
。

　

ま
た
、
他
市
に
先
駆
け
て
実
施
し

て
い
る
竹
田
市
独
自
の
５
歳
児
健
診

や
ア
レ
ル
ギ
ー
専
門
医
の
派
遣
等
、

さ
ら
に
小
児
医
療
の
充
実
を
図
り
ま

す
。

　

以
上
、
健
康
一
直
線
「
子
育
て
一

番
」
を
宣
言
し
ま
す
。

　

平
成
22
年
12
月
12
日

竹
田
市
長　

首
藤　

勝
次

　
「
全
国
的
に
も
、
５
種
類
と
も
無

料
化
に
し
て
い
る
の
は
北
海
道
幌
加

内
町
の
１
か
所
だ
け
で
す
。
こ
れ
に

加
え
て
、
５
歳
児
の
フ
ォ
ロ
ー
健
診

や
、
市
立
診
療
所
で
の
ア
レ
ル
ギ
ー

外
来
は
、
と
て
も
す
ご
い
こ
と
だ
と

理
解
し
て
ほ
し
い
。

　

ま
た
、
ず
っ
と
続
け
て
ほ
し
い
と

思
い
ま
す
」
と
話
す
泉
達
郎
教
授
。

地
域
の
基
盤
と
な
る
〝
子
ど
も
た
ち

の
健
康
〟
を
地
域
全
体
で
守
り
ま

し
ょ
う
。

竹
田
市
は
新
た
に
任
意
予
防
接
種
ワ
ク
チ
ン（
ヒ
ブ
ワ
ク
チ
ン
・
小
児
用
肺
炎
球
菌
・
子
宮
頚
が
ん
）を
加
え
て
、
市
で
は
全
国
初
５
種
類
を
無
料
化
へ

　

��
月
��
日
、「
中
九
州
三
大
学
病
院
合
同
専
門
医
養
成
プ
ロ
グ
ラ
ム
＆
竹

田
市
立
子
ど
も
診
療
所
開
設
１
周
年
記
念
式
典
」
が
竹
田
市
総
合
社
会
福
祉

セ
ン
タ
ー
で
行
わ
れ
ま
し
た
。
第
１
部
「
市
民
公
開
フ
ォ
ー
ラ
ム
」、
第
２

部
「
開
設
１
周
年
記
念
式
典
」
に
続
き
、首
藤
勝
次
市
長
が
健
康
一
直
線
「
子

育
て
一
番
宣
言
」
を
声
高
ら
か
に
読
み
上
げ
て
提
案
し
、
竹
田
市
の
子
ど
も

た
ち
の
健
康
を
地
域
全
体
で
守
っ
て
い
く
こ
と
を
誓
い
ま
し
た
。

■竹田市の人口、合計特殊出生率、総出生数

年　次 人　口
（人）

出生実数
（人） 

合計特殊
出 生 率

H15（2002） 27,650 148 1.64
H16（2003） 27,229 149 1.69
H17（2004） 26,534 131 1.58
H18（2005） 26,095 154 1.63
H19（2006） 25,590 162 1.74
H20（2007） 25,151 151 1.66
H21（2008） 24,668 152 1.81

※合計特殊出生率……一人の女性が一生のうちに生む子
　どもの数の平均をだしたもの

↑泉教授と握手を交わす竹田市長

子
育
て
し
や
す
い
ま
ち
づ
く
り
は
、

竹
田
の
未
来
を
変
え
る

「近くに小児科があるだけで
安心感がある」
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私
に
は
１
歳
半
と
３
歳
に
な

る
２
人
の
女
の
子
が
い
ま
す
。

竹
田
市
に
一
時
小
児
科
が
な
く

な
っ
て
し
ま
っ
た
時
は
、
下
の

子
が
生
ま
れ
て
す
ぐ
の
時
で
し

た
。

　

下
の
子
が
生
後
２
か
月
の
時
、

上
の
お
姉
ち
ゃ
ん
が
水
疱
瘡
に

な
っ
て
し
ま
い
、
と
て
も
大
変

な
思
い
を
し
ま
し
た
。

　

保
育
園
に
夕
方
お
迎
え
に
行

く
と
、
先
生
か
ら
手
に
で
き
て

い
た
赤
い
斑
点
を
見
せ
ら
れ
て
、

水
疱
瘡
か
も
し
れ
な
い
と
言
わ

れ
ま
し
た
。
私
に
は
初
め
て
の

経
験
だ
っ
た
こ
と
と
、
夕
方
か

ら
で
も
す
ぐ
行
け
る
距
離
に
病

院
が
な
い
、
小
児
科
が
な
い

と
い
う
こ
と
で
と
て
も
不
安
に

な
っ
た
こ
と
を
覚
え
て
い
ま
す
。

結
局
そ
の
時
は
主
人
が
帰
宅
す

る
の
を
待
っ
て
、
夜
間
診
療
を

し
て
い
る
大
分
市
の
病
院
へ
行

く
こ
と
に
な
り
、
自
宅
に
帰
り

着
い
た
の
は
夜
11
時
を
ま
わ
っ

て
い
ま
し
た
。

　

ま
た
、
下
の
子
は
カ
ゼ
を
ひ

き
や
す
く
、
一
度
カ
ゼ
を
ひ
い

て
し
ま
う
と
ゼ
エ
ゼ
エ
と
苦
し

そ
う
に
息
を
し
ま
す
。
ま
た
日

中
普
通
に
過
ご
せ
て
い
て
も
夜

に
な
る
と
苦
し
そ
う
に
す
る
こ

と
が
多
く
、
下
の
子
も
大
分
の

病
院
に
連
れ
て
行
き
、
気
管
支

を
広
げ
る
点
滴
を
打
っ
た
り
、

吸
入
を
し
た
り
と
何
度
も
繰
り

返
し
、
通
院
を
し
ま
し
た
。

　

竹
田
市
に
小
児
科
が
な
か
っ

た
半
年
間
、
私
た
ち
親
に
も
、

子
ど
も
に
と
っ
て
も
多
く
の
負

担
を
か
け
て
い
た
こ
と
を
考
え

る
と
、
今
小
児
科
が
当
た
り
前

の
よ
う
に
竹
田
市
に
あ
る
こ
と

を
心
か
ら
感
謝
し
て
い
ま
す
。

もう二度と『小児科がない』という状況にしないで

↑市民代表として意見発表す
る赤嶺えり子さん（田町）

　

市
立
こ
ど
も
診
療
所
の
高
野
智
幸

所
長
は
「
小
児
医
療
・
保
健
の
安
定

継
続
的
供
給
は
、
少
子
化
対
策
、
地

方
の
少
子
高
齢
過
疎
地
へ
の
基
本
対

策
に
な
る
と
考
え
ら
れ
、
竹
田
市
が

子
ど
も
を
産
み
、
育
て
や
す
い
ま
ち

に
な
る
事
に
貢
献
し
て
い
る
」
と
話

し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

大
分
大
学
の
是
松
聖
悟
教
授
は

「
ワ
ク
チ
ン
が
開
発
さ
れ
て
い
る
病

気
は
有
効
な
治
療
法
の
な
い
病
気
」

と
い
う
こ
と
を
前
提
に
、
竹
田
市
と

他
市
の
医
療
費
助
成
等
の
取
組
み
を

比
較
し
な
が
ら
『
予
防
接
種
』
に
よ

る
経
済
効
果
を
詳
細
に
解
説
。

　

ま
た
、
大
学
と
自
治
体
、
地
域
中

核
病
院
が
連
携
、
協
力
し
て
作
る
地

域
医
療
、
地
域
社
会
で
は
、
そ
の
地

域
が
育
て
る
小
児
科
専
門
医
（
地
域

は
「
感
染
症
」、「
救
急
」、「
総
合
診

療
」、「
予
防
医
学
」、「
育
児
支
援
」

の
研
修
に
最
適
で
あ
る
こ
と
）、
定
期

予
防
接
種
率
の
向
上
や
任
意
予
防
接

種
へ
の
助
成
等
に
よ
り
、
健
康
で
元

気
な
子
ど
も
が
育
つ
環
境
づ
く
り
が

大
事
だ
と
話
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。 　

宮
崎
大
学
の
今
村
秀
明
助
教
は
、

泣
き
や
ま
な
い
赤
ち
ゃ
ん
に
つ
い

カ
ッ
と
な
っ
て
し
ま
い
、
体
を
激
し

く
揺
ら
す
身
体
的
虐
待
の
ひ
と
つ

「
乳
幼
児
揺
さ
ぶ
ら
れ
症
候
群
」
の

事
例
を
挙
げ
て
、
児
童
虐
待
の
現
状

を
解
説
。
地
域
全
体
で
子
ど
も
を
守

る
こ
と
が
大
事
と
話
し
て
い
た
だ
き

ま
し
た
。

　

熊
本
大
学
の
三
渕
浩
特
任
教
授
は

熊
本
県
の
小
児
医
療
、
新
生
児
医

療
体
制
整
備
の
経
過
、
現
状
、
課
題
、

展
望
を
発
表
。

　
「
三
県
が
協
力
を
し
て
、
幼
児
の

死
亡
率
を
減
ら
す
。
そ
の
た
め
に
は

専
門
性
を
生
か
し
た
連
携
強
化
、
ヘ

リ
搬
送
の
利
用
、
人
材
交
流
等
が
必

要
に
な
る
」
と
話
し
て
い
た
だ
き
ま

し
た
。

【
第
１
部
】　

市
民
公
開
フ
ォ
ー
ラ
ム

◇
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー　

　

大
分
大
学
医
学
部
小
児
科
教
授

　

   　

泉　
　

達
郎

◇
パ
ネ
リ
ス
ト

　

竹
田
市
立
こ
ど
も
診
療
所
所
長

　

高
野　

智
幸

　

大
分
大
学
医
学
部
地
域
医
療
・
小
児
科
分
野
教
授

是
松　

聖
悟

　

宮
崎
大
学
医
学
部
生
殖
発
達
医
学
講
座
助
教

　

今
村　

秀
明

　

熊
本
大
学
医
学
部
附
属
病
院
新
生
児
学
講
座

　

特
任
教
授　

三
渕　
　

浩

　

竹
田
市
民
代
表　
　
　
　
　

 

赤
嶺
え
り
子

（
敬
称
略
）

↑市民公開フォーラム

竹田市立こども診療所開設１周年
これからも地域の子どもたちのために

↑「これからも愛される診療所に」とあいさつを
　する高野所長とスタッフのみなさん

　一昨年は新型インフルエンザが流行した影響で、
予防接種は予定の３倍近い人数となりました。昨
年11月は、外来が100名を超える日が５日もあり
ました。経営面については、平成21年度歳入歳出
決算総額の差引515,195円の黒字（但し、11月開設
以降５か月間の収支）。平成22年度当初予算は、歳
入歳出ともに42,801,000円を計上していますが、
診療収入が大幅に予算を上回ることが見込まれて
います。

◇2009年11月２日開設
◇2010年10月末までの外

来患者数13,174人（うち
診 療 が10,094人　 予 防
接種が3,080人）

◇開所日数　年間291日
◇１日平均診療35人（予防

接種を加えると45人）
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今
回
の
訪
問
団
は
、
中
学
２
年
生

10
名
（
竹
田
中
３
名
、
竹
田
南
部
中

１
名
、
緑
ヶ
丘
中
２
名
、
直
入
中
４

名
）
に
、
国
際
交
流
員
、
中
学
校
教

諭
、
行
政
職
員
が
引
率
と
し
て
同
行

し
ま
し
た
。

　

11
月
25
日
の
早
朝
５
時
。
竹
田
市

役
所
を
発
っ
た
一
行
は
、
福
岡
空
港
、

仁
川
空
港
を
経
て
、
チ
ュ
ー
リ
ッ
ヒ

空
港
に
降
り
立
ち
ま
し
た
。
空
港
に

は
姉
妹
都
市
バ
ー
ト
ク
ロ
ツ
ィ
ン
ゲ

ン
市
か
ら
、
市
職
員
と
市
民
団
体
で

あ
る
国
際
協
会
の
方
が
迎
え
に
来
て

い
ま
し
た
。
バ
ー
ト
ク
ロ
ツ
ィ
ン
ゲ

ン
市
は
ド
イ
ツ
南
西
部
フ
ラ
ン
ス
と

ス
イ
ス
と
の
国
境
に
近
い
場
所
に
あ

り
ま
す
。
ス
イ
ス
の
チ
ュ
ー
リ
ッ
ヒ

空
港
か
ら
有
名
な
ア
ウ
ト
バ
ー
ン
を

走
る
こ
と
１
時
間
30
分
。
初
雪
が
降

り
始
め
た
バ
ー
ト
ク
ロ
ツ
ィ
ン
ゲ
ン

市
に
着
い
た
の
は
、
現
地
時
間
で
22

時
（
時
差
は
８
時
間
）
を
過
ぎ
た

頃
。
竹
田
市
役
所
を
出
発
し
て
か
ら

既
に
25
時
間
が
経
過
し
て
い
ま
し
た
。

現
地
で
は
、
国
際
協
会
の
関
係
者

の
方
々
や
ホ
ー
ム
ス
テ
イ
の
ホ
ス
ト

フ
ァ
ミ
リ
ー
の
方
が
温
か
く
出
迎
え

て
く
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
派
遣
事
業
の
特
色
の
ひ
と
つ

に
、
ホ
ー
ム
ス
テ
イ
が
挙
げ
ら
れ
ま

す
。
引
率
者
を
含
め
全
参
加
者
の
宿

泊
先
は
一
般
家
庭
で
あ
り
、
バ
ー
ト

ク
ロ
ツ
ィ
ン
ゲ
ン
市
民
の
普
段
の
生

活
を
肌
で
感
じ
る
こ
と
が
、
研
修
の

最
も
大
き
な
目
的
で
あ
り
、
成
果
な

の
で
す
。
翌
日
、
バ
ー
ト
ク
ロ
ツ
ィ

ン
ゲ
ン
市
の
市
内
散
策
、
農
家
研

修
、
温
泉
施
設
（
ヴ
ィ
タ
・
ク
ラ
シ

カ
）
等
の
見
学
を
し
ま
し
た
。
そ
し

て
、
マ
イ
ナ
ス
４
度
の
中
、
ク
リ
ス

マ
ス
・
マ
ー
ケ
ッ
ト
に
も
竹
田
店
を

出
店
。
ド
イ
ツ
人
の
名
前
を
即
興
で

は広い！国際交流の楽しさを知る！
第��回中学生国際交流ドイツ派遣事業　(�0�0.��.�5 ～ ��.�)

ローカル外交が導く新たなる『可能性』
　旧直入町で平成８年度から始まった中学生の国際交流ド
イツ派遣事業は、今年度で14回目となります。これは姉妹
都市バートクロツィンゲン市との交流事業の一環であり、
この間、ドイツ中学生による訪問も計８回に及び、交流の
歴史は確実に積み重ねられてきました。
　2011年は、姉妹・友好都市に加え、昨年「嚶鳴フォーラム」
等で培ったネットワークを生かし、地域同士でしか構築で
きない国際交流、つまり『ローカル外交』の世界による新た
な交流の広がりが期待されます。
　今月号では、竹田市内の国際交流についてご紹介します。

↑ 12 月 3 日、いよいよお別れの時が迫り、ドイ
　ツ滞在中の思い出が胸によみがえる。
　「いつでもバートクロツィンゲン市を訪ねて来
　てください！」（マックスプランク中学校前）

→
「 ド イ ツ で 僕 の

生 活 を 共 に 支 え
て く れ ま し た 」

（佐藤大慈くんの
ホームステイ先・
ヒツル家）

① メ ロ ー ト・バ ー ト ク ロ ツ ィ ン ゲ ン 市 長 を 表 敬 訪 問
（11/26）　②シュバルツバルト（黒い森）の後、トートナ

ウベルクでそり遊び（11/30）　③送別会で「荒城の月」を
合唱（12/2）　④パン工場でクッキーづくり研修（12/1）
⑤フライブルグ大聖堂の前にて（11/30）　⑥フライブル
グの街並み(11/30)

①

③

⑤

②

④

⑥
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漢
字
に
当
て
、
毛
筆
で
書
い
た
紙
を

買
っ
て
も
ら
う
こ
と
が
こ
の
店
の
主

力
商
品
。
こ
の
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
は

想
像
以
上
に
好
評
で
、
多
く
の
お
客

様
で
賑
わ
い
ま
し
た
。

　

こ
の
派
遣
事
業
の
２
つ
目
の
特
色

は
、
滞
在
地
が
バ
ー
ト
ク
ロ
ツ
ィ
ン

ゲ
ン
市
近
郊
に
限
定
し
て
い
る
こ
と
。

ベ
ル
リ
ン
、
ミ
ュ
ン
ヘ
ン
な
ど
の
ド

イ
ツ
の
大
都
市
に
は
足
を
向
け
ず
、

し
っ
か
り
と
バ
ー
ト
ク
ロ
ツ
ィ
ン
ゲ

ン
市
近
郊
の
こ
と
を
学
ぶ
の
で
す
。

そ
の
中
に
あ
っ
て
、
環
境
に
配
慮
し

た
都
市
と
し
て
有
名
な
フ
ラ
イ
ブ
ル

グ
は
、
バ
ー
ト
ク
ロ
ツ
ィ
ン
ゲ
ン
市

か
ら
電
車
で
15
分
ほ
ど
の
距
離
に
あ

り
、
気
軽
に
訪
れ
る
こ
と
の
で
き
る

都
市
で
す
。
こ
こ
は
人
口
20
万
人
を

超
え
て
お
り
バ
ー
ト
ク
ロ
ツ
ィ
ン
ゲ

ン
市
と
は
異
な
っ
た
顔
を
持
つ
た
め
、

滞
在
期
間
中
、
二
、三
度
足
を
運
び
、

大
聖
堂
を
見
学
し
た
り
、
ア
イ
ス
ス

ケ
ー
ト
や
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
を
楽
し
み

ま
し
た
。

　

こ
の
ほ
か
、
酸
性
雨
被
害
で
有

名
な
シ
ュ
バ
ル
ツ
バ
ル
ト
（
黒
い

森
）
で
の
ユ
ー
ス
ホ
ス
テ
ル
宿
泊
研

修
、
こ
の
地
で
の
ニ
コ
ラ
ウ
ス
パ
ー

テ
ィ
ー
の
開
催
、
バ
ー
ト
ク
ロ
ツ
ィ

ン
ゲ
ン
市
に
戻
っ
て
パ
ン
工
場
の
見

学
等
、
足
早
に
研
修
を
重
ね
ま
し
た
。

　

今
回
の
研
修
は
10
日
間
の
旅
程
で

し
た
が
、
実
際
に
ド
イ
ツ
に
い
た
の

は
、
約
７
日
間
。
わ
ず
か
７
日
の
滞

在
で
何
を
得
た
の
か
を
説
明
す
る
こ

と
は
難
し
い
の
で
す
が
、
遠
く
離
れ

た
ド
イ
ツ
の
バ
ー
ト
ク
ロ
ツ
ィ
ン
ゲ

ン
市
に
は
、
こ
れ
ま
で
の
21
年
間
で

旧
直
入
町
や
竹
田
市
が
重
ね
て
き
た

歴
史
が
確
か
に
残
さ
れ
て
い
る
こ
と

を
確
か
に
実
感
し
ま
し
た
。

　

例
え
ば
、
温
泉
施
設
（
ヴ
ィ
タ
・

ク
ラ
シ
カ
）
に
威
容
を
誇
る
日
本
建

築
の
休
憩
所
。
街
の
入
口
に
佇
む

「N
aoiri

」
の
看
板
。
市
民
の
口
か

ら
出
て
く
る
竹
田
の
人
々
の
名
前
…
。

今
回
、
同
じ
よ
う
に
、
参
加
者
の
心

に
も
、
バ
ー
ト
ク
ロ
ツ
ィ
ン
ゲ
ン
市

の
思
い
出
が
し
っ
か
り
と
刻
み
込
ま

れ
ま
し
た
。

　

こ
の
先
、
近
い
将
来
に
竹
田
の
地

を
一
度
は
離
れ
る
こ
と
に
な
る
で
あ

ろ
う
若
者
た
ち
。
離
れ
た
後
に
、
竹

田
市
の
長
所
や
短
所
を
客
観
的
に
見

つ
め
る
こ
と
が
で
き
れ
ば
、
主
観
に

加
え
ら
れ
た
〝
客
観
的
な
視
点
〟
は
、

必
ず
や
竹
田
市
の
将
来
を
照
ら
す
灯

り
と
な
り
ま
す
。
本
事
業
を
末
永
く

続
け
、
次
の
世
代
へ
と
「
心
」
の
バ

ト
ン
を
渡
す
こ
と
で
、
両
市
民
の
交

流
は
よ
り
深
く
、
そ
の
関
係
は
緊
密

に
な
り
、
国
際
的
な
視
野
は
自
ず
と

拡
が
っ
て
い
く
こ
と
で
し
ょ
う
。

　

竹
田
市
出
身
の
広
瀬
武
夫
が
ロ

シ
ア
駐
在
武
官
と
し
て
滞
在
し
て

い
た
こ
と
が
あ
っ
た
ロ
シ
ア
の
サ

ン
ク
ト
・
ペ
テ
ル
ブ
ル
グ
市
。

　

実
は
１
９
９
９
年
８
月
に『
ザ
・

フ
レ
ン
ド
シ
ッ
プ
・
フ
ォ
ー
ス
・

オ
ブ
・
大
分
』（
Ｔ
Ｆ
Ｆ
大
分
）

か
ら
そ
の
ロ
シ
ア
の
サ
ン
ク
ト
・

ペ
テ
ル
ブ
ル
グ
市
に『
民
間
大
使
』

13
名
が
渡
航
し
て
い
ま
し
た
。
そ

の
渡
航
者
の
１
人
、
堀
幸
子
さ
ん

（
赤
坂
）
が
当
時
を
振
り
返
っ
て

く
れ
ま
し
た
。

　
「
ピ
ョ
ー
ト
ル
宮
殿
、
エ
ル
ミ

タ
ー
ジ
ュ
美
術
館
…
。
フ
ォ
ン
タ

ン
カ
川
巡
り
で
夕
焼
け
の
下
に
そ

び
え
る
教
会
の
塔
や
、
川
岸
に

沿
っ
て
立
ち
並
ぶ
荘
厳
な
ビ
ル
は

古
の
繁
栄
を
偲
ば
せ
て
い
て
、
ど

こ
も
素
晴
ら
し
か
っ
た
。

　

ホ
ス
ト
先
の
ユ
ー
ゲ
ニ
ィ
さ
ん

は
弁
護
士
会
会
長
を
務
め
て
い
ま

し
た
。
忘
れ
ら
れ
な
い
の
は
、
ロ

シ
ア
の
伝
統
的
な
ホ
フ
ロ
マ
塗

り
の
サ
モ
ワ
ー
ル
（
紅
茶
専
用
の

湯
沸
か
し
器
）
を
頂
い
た
こ
と
！

奥
様
の
オ
ル
ガ
さ
ん
が
き
れ
い
に

磨
き
あ
げ
て
く
れ
て
ね
。
こ
ん
な

大
事
な
物
を
く
だ
さ
る
と
い
う
こ

と
は
、
日
本
人
に
対
す
る
思
い
が

し
っ
か
り
あ
る
と
思
い
ま
し
た
。

そ
れ
に
竹
田
の
人
は
世
界
中
で
愛

さ
れ
て
い
る
ん
で
す
よ
！
ホ
ー
ム

ス
テ
イ
の
受
け
入
れ
を
し
て
、
心

が
通
じ
合
い
、
別
れ
る
時
は
も
う

涙
、
涙
…
。
そ
う
い
う
人
柄
が
世

界
で
高
く
評
価
さ
れ
て
い
る
の
で

す
…
」

　

今
で
も
交
流
は
続
き
、
ク
リ
ス

マ
ス
カ
ー
ド
を
贈
っ
た
り
、
息
子

夫
婦
と
電
話
で
話
し
た
り
し
て
い

る
そ
う
で
す
。
Ｔ
Ｆ
Ｆ
大
分
（
大

塚
邦
彦
会
長
）
は
今
年
９
月
、
ロ

シ
ア
・
モ
ス
ク
ワ
へ
の
訪
問
を
予

定
し
て
い
ま
す
。

竹
田
の
人
は
世
界
中
で
愛
さ
れ
て
い
る
ん
で
す
よ

↑99年当時、ユーゲニィさんのご家族と一緒に

↑にぎやかなクリスマスパーティー

竹田には、子どもを
安心して育てられる
環境がある

　『竹田市外国人妻の会』は平成
９年に結成。メンバーは20 ～ 30
歳代の28名。この会は言葉や文
化などの違いから育児不安を持
つ外国人妻が日本語や日本の生
活習慣、作法、料理、文化等に
ついての学習会をしたり、お互
いに交流を深めたりすることに
よって、地域で安心した生活が
送れることをめざしています。
　また、月に一度の交流会では、
会員同士の親睦を深め、相談の
場であるともに母国語で自由に
話せる場になっています。
　 代 表 の 山 室 イ メ ル ダ さ ん は
フィリピン生まれで、竹田移住
して20年目。「外国人妻ならでは
の悩みを共有できる。この会の
存在は大きい」と話しています。

↑シュバルツバルトに向かうバスを待ちながら…
　（フライブルグ）

世界
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竹
田
の
ま
ち
に
初
め
て
足
を
踏

み
入
れ
た
と
き
、「
あ
れ
、
前
に
も

来
た
こ
と
が
あ
っ
た
っ
け
？
」
と
自

分
に
問
い
か
け
て
し
ま
っ
た
。
ま
る

で
、
古
い
ラ
ブ
ス
ト
ー
リ
ー
の
一
場

面
の
よ
う
で
、
自
分
を
笑
っ
た
。
男

性
の
主
人
公
が
一
目
ぼ
れ
し
た
女

性
に
話
し
か
け
る
場
面
で
、
そ
の
主

人
公
は
決
ま
っ
て
、「
以
前
、
ど
こ

か
で
お
会
い
し
た
こ
と
が
あ
り
ま

す
か
。」
と
言
う
の
だ
。
も
し
か
し

た
ら
、
私
も
竹
田
に
一
目
ぼ
れ
し
た

の
か
も
し
れ
な
い
。
今
ま
で
、
誰
か

に
一
目
ぼ
れ
し
た
こ
と
も
な
い
の

に
、
竹
田
に
対
す
る
感
情
が
湧
水
の

よ
う
に
あ
ふ
れ
出
る
。

　

初
め
て
竹
田
を
訪
れ
た
日
に
、
私

た
ち
は
ま
ち
歩
き
を
し
て
、
竹
田
の

日
常
を
見
た
。
夕
方
、
花
水
月
の
湯

に
浸
か
り
な
が
ら
、
脳
裏
に
は
午
後

の
穏
や
か
な
情
景
が
断
片
的
に
流

れ
る
。
蝉
の
鳴
き
声
が
良
く
聞
こ
え

る
街
路
、
玄
関
の
扉
か
ら
頭
を
ヒ
ョ

コ
っ
と
出
し
て
い
る
ワ
ン
ち
ゃ
ん
、

荒
城
の
月
が
流
れ
る
ト
ン
ネ
ル
、
水

の
音
が
ど
こ
と
な
く
聞
こ
え
て
く

る
。
私
の
脳
裏
に
流
れ
て
い
た
こ
の

穏
や
か
な
情
景
を
破
っ
た
の
は
、
小

さ
い
男
の
子
た
ち
の
声
だ
っ
た
。
雑

貨
屋
さ
ん
に
走
っ
て
入
り
な
が
ら
、

「
お
ば
ち
ゃ
ん
、
昨
日
と
同
じ
も
の

を
頂
戴
！
」
全
然
関
係
な
い
私
が

思
わ
ず
、「
は
い
！
」
と
言
い
そ
う

に
な
っ
た
。
騒
音
と
隣
り
合
わ
せ
、

隣
近
所
と
顔
を
合
わ
す
こ
と
の
な

い
日
常
に
慣
れ
て
し
ま
っ
た
私
に

と
っ
て
、
城
下
町
の
風
景
は
幻
想
的

で
、
憧
れ
た
。
そ
れ
を
一
目
ぼ
れ
と

思
っ
た
の
か
も
し
れ
な
い
。
こ
ん
な

と
き
に
、
ふ
と
桃
源
郷
の
話
を
思
い

出
し
て
、
不
安
に
な
っ
た
。
私
も
約

束
を
破
っ
た
漁
師
の
よ
う
に
、
二
度

と
来
ら
れ
な
い
の
で
は
な
い
か
、
言

動
に
気
を
付
け
な
い
と
。
こ
ん
な
こ

と
を
考
え
な
が
ら
花
水
月
を
後
に

し
て
、
夜
の
宴
会
に
向
か
っ
た
。
し

か
し
、
そ
こ
で
皆
さ
ん
の
笑
顔
に
和

み
、
一
気
に
不
安
が
吹
き
飛
ん
だ
。

　

翌
日
か
ら
本
格
的
な
調
査
が
始

ま
り
、
人
々
の
良
さ
を
更
に
し
み

じ
み
と
感
じ
た
。
私
た
ち
の
班
は

市
街
地
に
流
れ
る
水
路
を
調
査
し

て
回
る
。
年
中
一
番
暑
い
時
期
と
言

わ
れ
る
七
月
の
後
半
、
延
々
と
日
陰

の
な
い
道
が
続
く
。
汗
が
滲
み
、
足

取
り
が
自
然
と
重
く
な
る
。
そ
の

中
、
人
々
の
ほ
ほ
笑
み
と
ア
イ
ス
が

私
た
ち
を
救
う
。
小
学
生
か
ら
お
じ

い
ち
ゃ
ん
ま
で
、
見
か
け
る
人
皆

の
、
元
気
な
あ
い
さ
つ
や
温
か
い
言

葉
。
そ
し
て
、
図
書
館
の
職
員
さ
ん

か
ら
ア
イ
ス
の
差
し
入
れ
と
励
ま

し
の
言
葉
。
ま
ち
の
至
る
所
に
桃
源

郷
が
存
在
し
た
の
だ
っ
た
。

　

竹
田
市
三
宅
に
立
地
す
る
こ
と
を
表
明
し
た
㈱

キ
ュ
ー
メ
イ
研
究
所
と
の
協
定
が
整
い
、
12
月
２

日
広
瀬
大
分
県
知
事
立
会
い
の
も
と
県
庁
で
立
地

協
定
調
印
式
を
行
い
、
首
藤
市
長
と
曲ま

が
り

社
長
が
協

定
書
に
署
名
を
交
わ
し
ま
し
た
。

　

同
社
は
大
分
市
に
本
社
を
置
き
、
血
液
凝
固
関
連

の
体
外
診
断
用
試
薬
品
を
製
造
す
る
会
社
で
、
県

の
東
九
州
メ
デ
ィ
カ
ル
バ
レ
ー
構
想
と
温
泉
療
養

を
核
と
す
る
予
防
医
学
を
提
唱
す
る
当
市
の
姿
勢

に
共
鳴
し
て
進
出
を
決
定
し
た
と
の
こ
と
で
す
。

　

現
在
、
同
社
竹
田
工
場（
仮
称
）の
３
月
操
業
開

始
に
向
け
、
準
備
が
着
々
と
進
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

将
来
的
に
地
元
雇
用
を
40
人
ま
で
増
や
す
予
定
の

同
社
の
計
画
は
、
初
春
に
大
き
な
希
望
を
与
え
て

く
れ
ま
し
た
。

株式会社サイネックス協同作業で

「暮らしの便利帳」作成へ
　竹田市では、株式会社サイネックスとの官民
協働事業によって、市民サービスの向上、地域
振興を目的に、市民に行政・生活情報を発信する
冊子「暮らしの便利帳」を作成することになりま
した。12月３日、株式会社サイネックスの村田
吉優代表取締役社長ほか関係者が竹田市役所を
訪れ、本事業の協定書の調印式が行われました。
　市長は「冊子が各世帯にあることで、年齢を問
わず有効活用できることを期待する。」と述べ、
村田社長からは「竹田市民の皆さんのお役に立て
る様に取り組む」と本事業への意欲が示されまし
た。１月から、本協定に基づいて、株式会社サ
イネックスの担当者が、ご協賛のお願いに市内
の事業所に伺うこととなります。
　市民にとって、利用価値の高い冊子となるよ
うに事業を進めてまいりますので、ご理解ご協
力を何卒よろしくお願いいたします。なお、配
布は平成23年夏頃の予定です。
お問い合せは、竹田市総務課行政係　☎��-����（内���）
株式会社サイネックス九州営業部大分支店　☎097-5��-5��7

↑調印式を終え、株式会社サイネックスの村田吉優代表取締
　役社長（写真右）と握手を交わす首藤市長

予
防
医
学
に
徹
す
る

㈱
キ
ュ
ー
メ
イ
研
究
所
が
進
出

↑署名後固い握手を交わす左から曲社長、広瀬県知事、首藤市長
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■ 

農
政
課

　

農
林
水
産
業
の
生
産
性
向
上
の
た

め
の
、
諸
施
策
に
引
続
き
取
組
ま
れ

る
よ
う
要
望
す
る
。

　

各
種
補
助
事
業
の
取
組
み
に
は
十

分
留
意
さ
れ
る
と
と
も
に
、
補
助
金

の
バ
ッ
ク
デ
ー
タ
の
確
認
を
す
る
よ

う
要
望
す
る
。

■ 

畜
産
振
興
室

　

畜
産
業
の
生
産
性
向
上
の
た
め
の
、

諸
施
策
に
引
続
き
取
組
ま
れ
る
よ
う

要
望
す
る
。

　

肉
用
牛
生
産
振
興
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

会
議
で
畜
産
の
課
題
を
研
究
、
検
討

し
、
早
い
時
期
に
方
向
性
を
見
出
す

よ
う
要
望
す
る
。

■ 

農
林
整
備
課

　

圃
場
、
農
道
、
水
路
の
整
備
及
び

補
修
に
引
続
き
積
極
的
に
取
り
組
ま

れ
る
よ
う
要
望
す
る
。

　

災
害
負
担
金
等
の
未
納
対
策
に
つ

い
て
は
、
引
続
き
取
組
ま
れ
る
よ
う

要
望
す
る
。

　

大
野
川
上
流
事
業
償
還
金
の
滞
納

に
つ
い
て
は
、
解
決
に
向
け
て
努
力

さ
れ
る
よ
う
要
望
す
る
。

■ 

財
政
課

　

厳
し
い
財
政
の
中
、
費
用
対
効
果

等
を
検
討
し
効
率
的
な
予
算
配
分
に

努
め
ら
れ
る
よ
う
要
望
す
る
。

■ 
人
権
・
同
和
対
策
課

　

住
宅
新
築
資
金
等
償
還
金
の
収
納

対
策
に
つ
い
て
、
引
続
き
取
組
ま
れ

る
よ
う
要
望
す
る
。

■ 

会
計
課　

　

基
金
の
管
理
・
運
用
に
あ
た
っ
て

は
、
今
後
も
十
分
留
意
さ
れ
る
よ
う

要
望
す
る
。

■ 

市
民
課

　

窓
口
業
務
の
対
応
並
び
に
個
人
情

報
の
保
護
に
は
引
き
続
き
十
分
留
意

さ
れ
る
よ
う
要
望
す
る
。

■ 

竹
田
保
育
所

　

保
護
者
が
安
心
し
て
預
け
ら
れ
る

よ
う
、
保
育
理
念
に
基
づ
い
た
保
育

を
さ
れ
る
よ
う
要
望
す
る
。

■ 

建
設
課

　

各
種
社
会
資
本
整
備
事
業
に
つ
い

て
は
、
長
期
建
設
ビ
ジ
ョ
ン
を
も
っ

て
事
業
の
意
義
・
目
的
・
評
価
の
再

認
識
を
行
う
と
と
も
に
、
環
境
に
配

慮
し
た
ま
ち
づ
く
り
に
取
組
ま
れ
る

よ
う
要
望
す
る
。

■ 

荻
保
育
所

　

施
設
の
安
全
確
保
と
保
育
児
の
健

康
管
理
に
引
続
き
留
意
さ
れ
る
よ
う

要
望
す
る
。

■ 

白
丹
保
育
所

　

大
切
な
子
供
を
預
か
っ
て
い
る
の

で
、
な
お
一
層
の
施
設
の
安
全
確
保

と
健
康
管
理
に
留
意
さ
れ
る
と
と
も

に
子
供
た
ち
の
成
長
の
手
助
け
、
保

育
を
し
て
い
た
だ
く
よ
う
要
望
す
る
。

荻
支
所

■ 

い
き
い
き
市
民
課

　

地
域
振
興
及
び
農
村
回
帰
、
健
康

福
祉
の
推
進
に
引
続
き
取
組
ま
れ
る

よ
う
要
望
す
る

■ 
産
業
建
設
課

　

地
域
内
の
農
業
振
興
を
引
き
続
き

推
進
さ
れ
る
よ
う
要
望
す
る
。
な
お
、

水
道
料
金
の
滞
納
に
つ
い
て
は
、
計

画
的
に
整
理
を
す
る
よ
う
に
要
望
す

る
。久

住
支
所

■ 

い
き
い
き
市
民
課

　

地
域
振
興
及
び
環
境
整
備
の
推
進

に
引
続
き
取
組
ま
れ
る
よ
う
要
望
す

る
。

■ 

産
業
建
設
課

　

産
業
・
建
設
・
観
光
の
支
所
機
能

を
充
実
さ
れ
る
よ
う
要
望
す
る
。
併

せ
て
、
公
共
施
設
の
指
定
管
理
の
方

針
を
固
め
る
よ
う
要
望
す
る
。

直
入
支
所

■ 

い
き
い
き
市
民
課

　

行
政
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
、
福
祉
の

向
上
及
び
個
人
情
報
の
保
護
に
努
め

ら
れ
る
よ
う
要
望
す
る
。

■ 

産
業
建
設
課

　

農
業
振
興
及
び
観
光
振
興
に
引
続

き
努
め
ら
れ
る
よ
う
要
望
す
る
。

教
育
委
員
会

■
直
入
幼
稚
園
・
城
原
小
学
校
・
久

住
小
学
校
・
白
丹
小
学
校
・
直
入
小

学
校
・
久
住
中
学
校
・
直
入
中
学
校

　

施
設
及
び
通
学
路
等
へ
の
安
全
確

認
に
つ
い
て
は
、
引
き
続
き
取
り
組

ま
れ
る
よ
う
要
望
す
る
。

　

理
科
薬
品
等
の
管
理
に
つ
い
て
は
、

薬
品
台
帳
に
よ
り
厳
重
な
管
理
に
努

め
る
よ
う
要
望
す
る
。

■ 

竹
田
市
中
央
学
校
給
食
共
同
調
理

場
・
久
住
学
校
給
食
共
同
調
理
場
・

直
入
学
校
給
食
共
同
調
理
場

　

地
産
地
消
を
基
本
に
栄
養
バ
ラ
ン

ス
の
と
れ
た
給
食
を
提
供
す
る
と
と

も
に
、
魅
力
あ
る
給
食
づ
く
り
に
取

り
組
ま
れ
る
よ
う
要
望
す
る
。

　

各
共
同
調
理
場
の
給
食
費
の
統
一

を
検
討
さ
れ
る
よ
う
要
望
す
る
。

　

給
食
費
の
未
納
者
対
策
に
つ
い
て

は
、
引
続
き
対
応
さ
れ
る
よ
う
要
望

す
る
。

監

査

公

表
竹
田
市
監
査
委
員　
　

村　

上　

長　

生

　
　
　

同　
　
　
　
　

大　

塚　

哲　

之

    
地
方
自
治
法
第
１
９
９
条
の
規
定
に
基
づ
き
、
平
成
��
年
６
月
か

ら
平
成
��
年
�0
月
ま
で
の
各
月
に
お
い
て
、
市
長
部
局
及
び
教
育
委

員
会
の
監
査
を
実
施
し
た
の
で
、
そ
の
結
果
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

ふるさとの未来が輝くように！
～地元企業から夢ある応援をいただきました～

　竹田市に本部をおき、大分熊本両県にスーパー
マーケットを展開する地元企業株式会社フレイン
の下田英隆代表取締役社長（写真右）から、寄付金
100万円をいただきました。
　「温泉など竹田の資源を活用した健康づくり施策
と健やかな子どもを育成するための環境整備の施
策に役立ててほしい」社長の言葉に当市を応援し
てくれる同社の心意気を感じることができました。
　竹田市はこの寄付金を有効活用し、施策の実現
に努めます。ありがとうございました。
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の
も
き
べ
す
ざ
め
が
路
道
断
横
州
九
中

（
間
区
の
町
野
大
市
同
ら
か
町
飼
犬
市
野
大
後
豊
、
て
し
と
路
道
格
規
高
域
地

　

13
キ坦

平
て
し
決
は
途
前
の
そ
、
し
か
し
。
す
ま
い
て
し
化
強
を
み
組
り
取
た
し
ざ
め
を
成

。
ん
せ
ま
り
あ
は
で

る
取
じ
感
を
化
変
う
伴
に
代
交
権
政
■

高
な
欠
可
不
に
展
発
と
興
振
の
州
九
中

　

成
完
期
早
、
え
唱
を
性
要
必
の
路
道
格
規

収
報
情
や
情
陳
の
へ
関
機
係
関
た
け
向
に

る
す
係
関
や
県
両
に
的
目
を
集

15

村
町
市

中
を
員
議
会
議
県
、
長
議
会
議
や
長
首
の

・
州
九
中
た
れ
さ
成
結
に
年
５
成
平
に
心

期
「下
以
（会
成
期
進
促
路
道
格
規
高
域
地

め
務
を
長
会
が
長
市
田
竹
、
は
）」
会
成

。
す
ま
い
て

た
い
て
れ
さ
化
業
事
、
は
で
側
県
本
熊
た

止
休
度
年
本
が
間
区
の
町
津
大
と
市
蘇
阿

の
市
田
竹
と
町
野
大
市
野
大
後
豊
、
れ
さ

れ
わ
行
が
減
削
の
費
業
事
な
幅
大
も
間
区

。
た
し
ま■

す
く
な
を
差
格
間
域
地
け
届
を
声
の
方
地

そ
方
地
と
央
中
、
ば
け
続
が
態
状
の
こ

　

か
ば
る
が
広
は
差
格
の
村
山
と
市
都
て
し

成
期
に
め
た
る
す
開
打
を
態
事
。
す
で
り

絞
に
つ
４
を
目
項
点
重
の
度
年
本
、
は
会

。
す
ま
い
て
し
進
推
を
業
事
、
り

備
整
の
間
区
査
調
・
成
完
の
間
区
備
整
①

望
要
に
関
機
係
関
を
等
上
格
の
へ
間
区

の
度
制
る
す
保
確
を
源
財
の
備
整
路
道
②

望
要
を
立
確

・
所
議
会
工
商
・
会
工
商
・
体
団
業
企
③

た
し
携
連
の
と
体
団
種
各
等
会
の
性
女

望
要

企
る
よ
に
携
連
域
広
た
え
超
を
境
県
④

施
実
の
換
交
報
情
・
査
調
・
画

横
州
九
中
「『
は
て
い
お
に
市
当
い
幸

　

』
会
の
性
女
う
願
を
成
完
期
早
」
路
道
断

り
く
づ
ち
ま
た
じ
通
を
り
く
づ
ち
み
、
が

見
意
や
会
演
講
、
え
訴
を
り
く
づ
と
ひ
や

。
す
ま
い

る
め
高
を
力
魅
い
な
れ
さ
に
点
過
通
■

え
加
に
み
組
り
取
た
し
続
継
の
会
成
期

　

さ
と
点
過
通
に
後
成
完
、
は
と
こ
な
要
重

。
す
で
り
く
づ
ち
ま
る
あ
力
魅
い
な
れ

観
、
え
控
を
通
開
線
全
の
線
幹
新
州
九

　

。
す
ま
い
て
し
と
う
ろ
わ
変
く
き
大
が
線
動
光

を
れ
こ
、
て
し
と
口
関
玄
の
西
の
分
大

　

道
国
、
え
捉
と
機
好

57

号
２
４
４
や
線
号

て
し
築
構
を
線
動
光
観
い
太
に
軸
主
を
線

発
を
力
魅
。
ん
せ
ま
り
な
ば
れ
け
な
か
お

で
う
そ
。
鍵
が
か
う
ら
も
て
り
降
で
ジ
ン

単
ぐ
な
つ
を
市
両
本
熊
分
大
、
ば
れ
け
な

←民主党に対して、期成会の要望書を
　提出しました（昨年11月26日）
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受ければワカル、受けねばワカラヌ！体のいいとこ悪いとこ

健診に行こう！
やっぱり健診受けてたほうが、医療費はお得!!

◎国 保 被 保 険 者 数　8,267人（H22.10月末現在）
◎生活習慣病の治療者数　2,945人（H22.5月診療分）
　　　　  うち40〜74歳　2,905人
◎生 活 習 慣 病 の 有 病 率　35.1％←県平均より高い
　　　　  うち40〜74歳　43.9％
◎H��.5月分の医療費総額　約２億円
　うち生活習慣病の医療費　約5300万円
　　　　　　　　　　　　（全体の26.4％）
※生活習慣病……糖尿病・高血圧・高脂血症・狭心症・
　脳卒中・人工透析等をいいます。

☆H21年度の特定健診受診率（図２）を見ると……
　①女性のほうが男性より受診率が高い。
　②年齢が高くなるにつれて受診率が上昇している。
　③45〜49歳の男女ともに受診率が一番低い。
　④平成20年度の受診率と比較すると40～44歳を除き

受診率が低下している。
☆健診受診と医療費の関係（図３）を見ると……
　●男女ともに健診未受診者の方が医療費が高い。
　　⇒男性で約２万円、女性で約７千円の差（１か月分）
　　　１年間として計算すると……

　健診を受けて自分の体の状態を理解し、生活習慣の改
善に取り組んだ方が、医療費が低くなることがわかりま
した。生活習慣病等で治療中であっても、健診を受ける
ということで医療費に差がでています。さらに、食事や
運動など日ごろの生活習慣を見直してみるだけでも、効
果があるようです。
　今年度まだ特定健診を受診されていない方は、この結
果を参考にぜひ受診してみてください。２月末まで健診
受診が可能です。指定健診機関及び市内の指定医療機関
で健診を実施しています。尚、特定健診を受ける場合
は、国民健康保険被保険者証及び特定健康診査受診券が
必要です。
●お問い合せ　竹田市保険課　国保・高齢者医療係
　☎ 63-1111（内線135･136･137）

竹田市国民健康保険医療費の状況

健診受けてたほうがお得でしょ！
ぜひ健診を受けましょう !!

男性で約24万円
女性で約９万円の差

健康診断と医療費の関係

図２.  H21特定健診　年齢別性別受診率
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図１.  国保1人当たり医療費の推移
竹田市計 大分県

（円）
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320,000
H20 H21 H22

年々増加しています

図３.  H21特定健診受診の有無と生活習慣病にかかる
　　   1人当たり医療費（H22.5月診療分）
（円）
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友
は
別
れ
て
友
と
知
る

　

激
動
の
平
成
22
年
を
象
徴
す
る
か
の
よ
う
に
、
深
い
悲

し
み
が
押
し
寄
せ
た
師
走
で
し
た
。
竹
田
市
に
と
っ
て
か

け
が
え
の
な
い
人
た
ち
が
急
逝
し
て
い
っ
た
の
で
し
た
。

　

相
次
ぐ
訃
報
を
耳
に
す
る
た
び
に
驚
き
と
悲
し
み
に
打

ち
ひ
し
が
れ
る
の
で
し
た
が
、
そ
れ
で
も
、「
死
者
は
生

き
て
い
る
人
々
を
愛
し
て
い
る
」と
い
う
言
葉
を
信
じ
な

が
ら
、
自
ら
を
励
ま
す
毎
日
で
し
た
。

　

阿
久
悠
さ
ん
の
作
詞
、
小
椋
佳
さ
ん
の
作
曲
で
世
に
出

た『
古
城
の
月
』と
い
う
歌
が
あ
り
ま
す
。
小
椋
佳
さ
ん
が

来
県
さ
れ
た
時
、
こ
の
歌
は
竹
田
市
の
岡
城
の
こ
と
を
想

い
描
い
て
作
曲
さ
れ
た
の
か
を
お
聞
き
し
た
こ
と
が
あ
り

ま
す
が
、
小
椋
さ
ん
曰
く
、「
も
ち
ろ
ん
で
す
。
荒
城
の

月
に
つ
な
が
る
流
れ
を
感
じ
る
で
し
ょ
」。
そ
し
て
、
こ

う
付
け
加
え
て
く
れ
ま
し
た
。「
と
っ
て
も
い
い
歌
な
ん

だ
け
れ
ど
、
小
林
旭
さ
ん
が
歌
っ
た
ん
で
す
よ
ね
。
と
こ

ろ
が
、な
ぜ
か
ヒ
ッ
ト
し
ま
せ
ん
で
し
た(

笑)

。
首
藤
さ
ん
、

あ
な
た
の
地
元
の
歌
な
ん
で
す
か
ら
、
歌
い
続
け
て
く
だ

さ
い
よ
」と
。
若
い
頃
か
ら
の
憧
れ
だ
っ
た
小
椋
佳
さ
ん

か
ら
そ
う
声
か
け
ら
れ
て
、『
豚
は
木
に
登
っ
た
』の
で
し

た
。
そ
う
、
我
を
顧
み
ず
Ｃ
Ｄ
デ
ビ
ュ
ー
し
て
し
ま
っ
た

の
で
し
た
。
縁
は
め
ぐ
る
も
の
で
、
作
詞
し
た
阿
久
悠
さ

ん
自
筆
の
歌
詞
の
コ
ピ
ー
も
手
に
入
っ
て
、
真
剣
に
こ
の

歌
を
竹
田
市
か
ら
全
国
に
Ｐ
Ｒ
し
た
い
と
意
気
込
ん
だ
日

の
こ
と
を
思
い
出
し
て
い
ま
す
。

　

実
は
、
こ
の
歌
を
私
は
市
民
の
皆
さ
ん
の
前
で
一
度
だ

け
歌
っ
た
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
そ
れ
は
、女
性
ド
ラ
イ
バ
ー

協
議
会
主
催
の
チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
シ
ョ
ー
で
の
こ
と
で
し

た
。
主
催
者
の
三
浦
美
音
子
さ
ん
は
、
そ
れ
以
来
、
い
つ

か
こ
の
歌
が
全
国
に
知
ら
れ
ま
す
よ
う
に
と
願
っ
て
く
れ

た
お
一
人
で
し
た
が
、
彼
女
と
の
夢
は
叶
え
ら
れ
な
い
ま

ま
、
彼
女
は
天
国
に
召
さ
れ
て
し
ま
っ
た
の
で
す
。

　

と
こ
ろ
が
、
彼
女
の
遺
言
を
胸
に
刻
ん
で
い
た
人
た
ち

か
ら
、「
市
長
、
夢
を
叶
え
ま
し
ょ
う
よ
」と
強
く
背
中
を

押
さ
れ
た
の
で
し
た
。
ど
ん
な
仕
掛
け
に
な
る
の
か
不
安

も
あ
り
ま
す
が
、『
大
人
が
夢
を
持
た
な
く
て　

こ
ど
も

た
ち
に
夢
を
持
て
な
ん
て
言
え
な
い
で
す
よ
』と
み
ん
な

に
押
し
切
ら
れ
る
の
で
し
た
。

　

そ
う
言
え
ば
、
こ
の
歌
の
歌
詞
に
こ
う
あ
り
ま
す
。

　

夢
は
砕
け
て
夢
と
知
り　
　

愛
は
破
れ
て
愛
と
知
り　

　

時
は
流
れ
て
時
と
知
り　
　

友
は
別
れ
て
友
と
知
る

　

平
成
23
年
が
新
た
な
夢
を
、
愛
を
友
を
得
ら
れ
る
一
年

に
な
る
こ
と
を
願
っ
て
、
勇
気
あ
る
挑
戦
を
導
く
こ
と
に

し
ま
し
ょ
う
。
信
念
の
、
い
や
新
年
の
誓
い
で
し
た
。

　

昨
年
12
月
９
日
、
長
年
、
市
民
の
た
め
に
交
通
安
全
指
導
に
尽

力
さ
れ
た
女
性
ド
ラ
イ
バ
ー
協
議
会
の
三
浦
美
音
子
会
長
が
急
逝

さ
れ
ま
し
た
。
ご
冥
福
を
お
祈
り
し
ま
す
。

有由有縁（ゆうゆゆうえん）
　文豪川端康成が晩年、よく揮毫したのが

『有由有縁』。人との出会いや物事との接点
が生まれるのは、偶然ではなく、それなり
の理由が働くからであるという意味。
　昭和27年、取材旅行を兼ね、友人高田力
蔵の案内で竹田市を訪れ、竹田高校で講演
した川端との縁は、まさに目には見えない
力だけれど、神の配剤としか思えない。

竹田市のホームページ「こんにちは市長です」
（URL）http://www.city.taketa.oita.jp/mayor/

←在りし日の女性ドライバー協議会の三浦
美音子会長（写真右）。城原地区に設置さ
れた「犬のおまわりさん看板除幕式」にて

（平成21年12月11日）

　11月30日、竹田市役所庁議室にて、竹田市自治会連合会の臨
時総会が行われました。この会議において、22年度当初から継
続した協議事項となっていた議員定数の適正化について、市の
財政状況等を考慮し、次期定数を18名以下とすべきであると決
議し、要望書を議会へ提出しました。
臨時総会では、その他、地域に関する諸事項が話し合われ、久
住地域自治会長会長から久住地域への振興策を望む意見等、多
くの意見が出されました。

「次期議員定数は18名以下に」 自治会連合会が要望書提出

市長コラム
〈第18回〉

故
・
三
浦
美
音
子
さ
ん
と
『
古
城
の
月
』
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ＴＶＱ九州放送  放送開始！ ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
に

チ
ャ
ン
ネ
ル
が
増
え
ま
す

　

福
岡
県
の
放
送
局
Ｔ
Ｖ
Ｑ
九
州
放
送
（
テ
レ
ビ
東

京
系
列
）
に
つ
い
て
は
、
大
分
県
内
の
自
治
体
ケ
ー

ブ
ル
局
と
と
も
に
再
送
信
同
意
（
放
送
を
流
せ
る
同

意
）
の
協
議
を
続
け
て
ま
い
り
ま
し
た
が
、
そ
の
協

議
が
終
了
し
放
送
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　

放
送
開
始
時
期
に
つ
い
て
は
、
平
成
23
年
１
月
12

日
午
前
７
時
か
ら
試
験
放
送
を
開
始
し
、
２
月
１
日

か
ら
本
放
送
を
開
始
し
ま
す
。
チ
ャ
ン
ネ
ル
は
デ
ジ

タ
ル
放
送
が
７
Ｃ
Ｈ
（
チ
ャ
ン
ネ
ル
）、
ア
ナ
ロ
グ

放
送
が
11
Ｃ
Ｈ
（
チ
ャ
ン
ネ
ル
）
で
配
信
し
ま
す
。

　

な
お
、
Ｔ
Ｖ
Ｑ
を
視
聴
す
る
た
め
に
は
、
チ
ャ
ン

ネ
ル
設
定
が
必
要
と
な
り
ま
す
。
お
手
数
で
す
が
、

試
験
放
送
開
始
後
、
そ
れ
ぞ
れ
の
ご
家
庭
に
て
対
応

を
お
願
い
し
ま
す
。
設
定
方
法
等
は
、
別
紙
折
込
用

紙
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。
試
験
放
送
中
で
も
チ
ャ
ン
ネ

ル
設
定
を
す
れ
ば
視
聴
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

※
チ
ャ
ン
ネ
ル
設
定
を
電
気
店
へ
依
頼
す
る
場
合

は
、
有
料
と
な
り
ま
す
。

平成23年
1／12 試験放送
　　  　　  開　　始午前７時  　　　　

・2／1 本放送
　　　　 　  開　始　

●お問い合せ　竹田市ケーブルネットワークセンター　☎ ��-����

デジタル放送
ch 放送局名
1 ＮＨＫ総合
2 ＮＨＫ教育
3 大分放送
4 テレビ大分
5 大分朝日放送
6 福岡放送
7 ＴＶＱ九州放送
8 テレビ西日本
11 市民チャンネル

アナログ放送 
ﾘﾓｺﾝ 放送局名 受信ch
1 ＮＨＫ総合 3
2 ＮＨＫ教育 12
3 大分放送 5
4 テレビ大分 4
5 大分朝日放送 8
6 福岡放送 10
7 ＴＶＱ九州放送 11
8 テレビ西日本 9
11 市民チャンネル 1

※テレビや機種によってはチャンネル
　配置が変わる場合があります。

　ＴＶＱ九州放送については、当面平
成27年３月末までの再送信同意を得
ることができました。それ以降につい
ては、他県でのテレビ東京系放送局の
再送信の状況や地上デジタル放送の環
境の変化を考慮して、再送信の有無を
判断していくことになりました。

年末年始♨
家族が揃ったらお近くの温泉へ
　年末年始、帰省で家族が揃う季節です。ゆっくりとした時間を近くの温泉で過
ごしませんか。公共温泉施設の営業時間をご紹介します。

●年末年始の営業時間のご案内

竹田温泉花水月 温泉宿泊交流施設
荻の里温泉 久住高原荘 長湯温泉療養文化館

「御前湯」 国民宿舎直入荘 長生湯 天満湯

☎64-1126 ☎64-9595 ☎76-1211 ☎64-1400 ☎75-2288 ☎75-2010
☎75-2525

☎75-2010
☎75-2525

営業時間
11:00 ～ 22:00

（毎週木曜日休館）

営業時間
10:00 ～ 22:00

（毎週月曜日休館）

営業時間
10:00 ～ 22:00
（休館なし）

営業時間
6:00 ～ 21:00

（第3水曜日休館）

営業時間
13:00 ～ 21:00
（休館なし）

営業時間
6:00 ～ 22:00

（第4水曜日休館）

営業時間
6:00 ～ 22:00

（第2水曜日休館）

12月30日㈭ 家族風呂6:00 ～ 9:00
大浴場11:00 ～ 21:00 10:00 ～ 22:00 10:00 ～ 22:00 6:00 ～ 21:00 13:00 ～ 21:00 6:00 ～ 22:00 6:00 ～ 22:00

12月31日㈮ 家族風呂6:00 ～ 9:00
大浴場11:00 ～ 21:00 10:00 ～ 22:00 10:00 ～ 22:00 6:00 ～ 17:00 13:00 ～ 15:00

18:00 ～ 21:00 6:00 ～ 22:00 6:00 ～ 22:00

１月１日㈯ 家族風呂6:00 ～ 9:00
大浴場11:00 ～ 21:00 10:00 ～ 22:00 10:00 ～ 22:00 6:00 ～ 17:00 13:00 ～ 15:00

18:00 ～ 21:00 6:00 ～ 22:00 6:00 ～ 22:00

１月２日㈰ 家族風呂6:00 ～ 9:00
大浴場11:00 ～ 21:00 10:00 ～ 22:00 10:00 ～ 22:00 6:00 ～ 19:00 13:00 ～ 15:00

18:00 ～ 21:00 6:00 ～ 22:00 6:00 ～ 22:00

１月３日㈪ 家族風呂6:00 ～ 9:00
大浴場11:00 ～ 21:00 10:00 ～ 22:00 10:00 ～ 22:00 6:00 ～ 19:00 13:00 ～ 15:00

18:00 ～ 21:00 6:00 ～ 22:00 6:00 ～ 22:00

１月４日㈫ 家族風呂6:00 ～ 9:00
大浴場11:00 ～ 22:00

休館日
（1/3振替） 10:00 ～ 22:00 6:00 ～ 21:00 13:00 ～ 21:00 6:00 ～ 22:00 6:00 ～ 22:00

市内にはまだまだたくさんのすばらしい温泉があります！営業時間等をお問い合せのうえ、お出掛けください。

視聴にはチャンネル設定が必要です
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「
第
６
回
歳
末
助
け
合
い
チ
ャ
リ

テ
ィ
ー
シ
ョ
ー
」
が
12
月
４
日
、
竹

田
市
文
化
会
館
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

午
前
と
午
後
の
部
に
46
団
体
（
一
部

重
複
）
が
出
演
し
、
舞
踊
や
寸
劇
、

神
楽
な
ど
が
披
露
さ
れ
ま
し
た
。
市

民
の
皆
さ
ん
の
ご
協
力
と
出
演
者
の

ご
奮
闘
で
シ
ョ
ー
は
大
成
功
し
、
満

席
と
な
っ
た
会
場
は
、
終
日
歓
声
に

包
ま
れ
ま
し
た
。

　

協
力
券
の
売
上
は
、
夏
に
行
っ
た

バ
ザ
ー
等
の
益
金
と
あ
わ
せ
福
祉
団

体
等
に
配
分
さ
れ
ま
す
。
ご
協
力
あ

り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

舞台は九州！
中学生が文武で大活躍

　中学生を対象としたアイデアロボットコン
テストの県大会で３位に入賞した直入中学校
の３年生が、12月11日、12日に沖縄県で行
われた九州大会出場を果たし、後輩に大きな
夢を与えてくれました。

　県駅伝競走大会で２位。惜しくも全国大会
出場を逃した久住中学校男子チーム。12月
４日に長崎県であった大会では、13位に終
わりましたが、県優勝チームを上回り、県大
会の雪辱を果たしました。

↑市長の前で操作を披露する安達敬太郎くん、
　足立拓也くん、工藤大雅くん

↑出場報告に訪れた久住中学校の選手団

　

 

「
第
64
回
竹
田
市
駅
伝
競
走
大
会
」

が
11
月
28
日
、
菅
生
農
村
改
善
セ
ン

タ
ー
か
ら
竹
田
市
文
化
会
館
ま
で
の

７
区
間
30・９
㎞
の
コ
ー
ス
に
24
チ
ー

ム
が
参
加
し
て
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

Ａ
部
は
玉
来
Ａ
チ
ー
ム
が
１
時
間

41
分
13
秒
の
記
録
で
４
連
覇
を
達
成
。

Ｂ
部
は
岡
本
チ
ー
ム
が
優
勝
し
ま
し

た
。（
写
真
は
、優
勝
し
た
玉
来
Ａ
チ
ー

ム
の
み
な
さ
ん
）

着実な走りで玉来Ａが４連覇！

今年も盛大に開催
歳末助け合いチャリティーショー

↑マツコ・デラックスにそっくりなアリアズナに廣瀬武夫（首藤
　勝次市長）もびっくり！（市３役寸劇「新説  坂の上の雲」）

↑「夢追い酒」の舞踊を披露
　した孝美会

↑かわいい演技に拍手喝采（ＹＯＵバレエ）

↑迫力満点！なおいり児童
　クラブ神楽部

平
成
22
年
度
秋
季
善
行
表
彰
受
賞

　

善
行
表
彰
は
良
い
行
い
を
し
て
い

る
人
に
光
を
当
て
て
、
よ
り
良
い
社

会
環
境
づ
く
り
を
進
め
よ
う
と
11
月

20
日
、
㈳
日
本
善
行
会
が
主
催「
秋
季

善
行
表
彰
式
」が
明
治
神
宮
参
集
殿

（
東
京
）で
行
わ
れ
ま
し
た
。
竹
田
市

か
ら
３
名
が
受
賞
さ
れ
ま
し
た
。

安
部　
　

定
さ
ん（
山
脇
）

　

30
年
以
上
に
亘
り
、
交
通
事
故
防

止
に
尽
力
さ
れ
、
ま
た
環
境
美
化
活

動
も
20
年
間
継
続
さ
れ
て
い
ま
す
。

佐
藤　

文
夫
さ
ん（
阿
蔵
）

　

民
謡
文
化
を
通
じ
て
24
年
間
、
地

域
社
会
に
貢
献
。
ま
た
青
少
年
に
日

本
の
伝
統
文
化
の
継
承
の
た
め
、
授

業
で
実
践
し
学
校
教
育
に
も
貢
献
さ

れ
て
い
ま
す
。

加
藤　

孝
介
さ
ん（
吉
田
）　　

　

小・
中
学
生
を
対
象
に
交
通
指
導・

防
犯
補
導
活
動
、
さ
ら
に
環
境
美
化

活
動
も
行
っ
て
い
ま
す
。
青
少
年
健

全
育
成
協
議
会
に
お
い
て
27
年
間
活

動
さ
れ
て
い
ま
す
。

↑善行賞を受賞された安部定さん、佐藤文夫さん、
　加藤孝介さん（写真左から）
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●身近な情報、ホットな話題をお寄せください。（総務課秘書広報係　☎ 63-1043　E-mail:taketa@city.taketa.lg.jp）

　

岡
藩
第
４
代
藩
主
中
川
久
恒
公
が

箱
根
か
ら
持
ち
帰
っ
た
と
さ
れ
る
旧

竹
田
市
の
市
花「
白
百
合
」。

　

絶
滅
が
危
惧
さ
れ
る
な
か
、
11

月
29
日
、
神
奈
川
県
箱
根
町
議
会
の

行
政
視
察
団
が
当
市
を
訪
問
し
た
際
、

同
議
会
と「
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
と
き
め
き
箱

根
」の
皆
さ
ん
の
協
力
に
よ
り
、
百
合

の
球
根
を
届
け
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

親
し
み
を
込
め
て
呼
ぶ〝
箱
根
百
合
〟

の
再
生
と
同
町
と
の
交
流
が
活
発
に

な
る
こ
と
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

　

人
権
週
間（
12
月
４
日
～
10
日
）に

あ
わ
せ
て
、
市
内
各
地
域
で
人
権
啓

発
講
演
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
12

月
８
日
、
荻
地
域
で
は
シ
ン
ガ
ー
ソ

ン
グ
ラ
イ
タ
ー
の
う
～
み
さ
ん
を
講

師
に
迎
え
、
人
権
啓
発
講
演
＆
コ
ン

サ
ー
ト
が
荻
福
祉
健
康
エ
リ
ア
で
行

わ
れ
ま
し
た
。

　

う
～
み
さ
ん
は
学
生
時
代
、
バ
ス

ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
練
習
中
の
事
故
で
頸

椎
損
傷
、
障
が
い
を
持
つ
身
と
な
る

も
、友
人
の
き
っ
か
け
で
大
好
き
だ
っ

た
音
楽
に
打
ち
込
み
、
奇
跡
的
に
機

能
が
回
復
し
ま
し
た
。
そ
の
自
分
自

身
の
半
生
を
、
ピ
ア
ノ
弾
き
語
り
を

交
え
な
が
ら「
命
の
大
切
さ
」を
話
し

て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

最
後
に
う
～
み
さ
ん
か
ら
子
ど
も

た
ち
に
贈
る
メ
ッ
セ
ー
ジ
。

「
今
で
き
る
こ
と
は
後
回
し
に
せ
ず
、

今
や
っ
て
お
こ
う
。
こ
れ
が
必
ず
導

い
て
く
れ
る
」

命
の
大
切
さ　

命
は
繋
が
っ
て
い
る

　平成７年から荻地域と交流の続く佐伯市上浦
の豊後二見ヶ浦の大しめ縄の張り替えが12月
12日に行われました。今年も荻地域から約70名
が、大しめ縄の張替に参加。荻地域の方の担当
は、大しめ縄の中央に飾られる「さがり」、大人
２人でやっと抱えることのできる大きなサイズ
のものを３つ作りました。
　 大しめ縄の張り替えに使用された稲わらも前
日に荻地域から運ばれました。

箱
根
と
の
縁

　
　

  

ふ
た
た
び

↑市民団体も駆けつけ、「箱根八里」を合唱して歓迎しました↑心に響く「う～み」さんの優しい歌声

　

永
年
地
方
自
治
に
貢
献
さ
れ
た
井

田
正
美
さ
ん（
赤
坂・
88
歳
）が
、『
瑞

宝
双
光
章
』（
地
方
自
治
功
労
）を
受

賞
さ
れ
ま
し
た
。

　

井
田
さ
ん
は
、
昭
和
26
年
に
津
久

見
市
役
所
、
昭
和
32
年
か
ら
竹
田
市

役
所
に
奉
職
、
昭
和
50
年
か
ら
竹
田

市
収
入
役
と
し
て
２
期
８
年
間
の
永

き
に
わ
た
り
地
方
自
治
の
発
展
に
尽

力
さ
れ
ま
し
た
。

井
田
正
美
さ
ん
に
高
齢
者
叙
勲

　

第
37
回
竹
田
市
少
年
少
女
駅
伝

ロ
ー
ド
レ
ー
ス
大
会
が
12
月
４
日
、

竹
田
市
総
合
運
動
公
園
周
回
コ
ー
ス

で
行
わ
れ
ま
し
た
。
市
内
小
学
校
か

ら
駅
伝
男
女
に
19
チ
ー
ム
、
ロ
ー
ド

レ
ー
ス
に
約
１
７
０
人
の
選
手
が
参

加
し
、
懸
命
な
走
り
を
見
せ
ま
し
た
。

　
結
果
は
次
の
と
お
り
で
す
。

■
駅
伝
の
部
男
子

　
優　
勝
・
豊
岡
小
学
校

　
準
優
勝
・
竹
田
小
学
校

　
第
３
位
・
直
入
小
学
校

■
駅
伝
の
部
女
子

　
優　
勝
・
久
住
小
学
校

　
準
優
勝
・
荻
小
学
校

　
第
３
位
・
南
部
小
学
校

■
ロ
ー
ド
レ
ー
ス
の
部（
優
勝
の
み
）

　
５
年
女
子　
中
城　
華
奈（
南
部
小
）

　
５
年
男
子　
伊
藤　
貴
登（
竹
田
小
）

　
６
年
女
子　
衛
藤
ゆ
き
美（
宮
城
台
小
）

　
６
年
男
子　
改
木　
悠
真（
都
野
小
）

〔
敬
称
略
〕

少
年
少
女
が
力
走
！

　

師
走
は
黄
色
い
歓
声
に
包
ま
れ
て

荻･上浦

↑新年の準備が整いました！歌声

友好の大しめ縄づくり

←年末年始にライトアップされる
　豊後二見ヶ浦

輝け☆竹田の星
　竹田市出身で全国大会に挑む高校生！活躍を期
待しています！
◇第90回全国高等学校ラグビーフットボール大会出場 
　平成22年12月27日㈪～
　（大阪府東大阪市・近鉄花園ラグビー場）　　 
　首藤　圭人くん（大分舞鶴高校３年・直入中出身）
◇「第�9回全国高文連将棋新人大会出場
　平成23年１月27日～ 29日（栃木県・鬼怒川温泉）
　堀まことさん、衛藤友希さん、橋元杏奈さん
　（３人とも竹田高校２年）

↑ロードレースでは県内一周駅伝・竹田市代表の安藤
　選手が先導
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障
が
い
者
の
喜
ぶ
顔
を
何
よ
り
の
励
み
に

平成��年度社会福祉功労者厚生労働大臣表彰受賞

大
お お

 塚
つ か

  哲
て つ

 生
お

（社会法人博愛会福祉工場パルクラブ施設長・58歳）
　

障
が
い
者
の
自
立
を
支
援
す
る
福
祉
工
場

パ
ル
ク
ラ
ブ
施
設
長
を
務
め
る
大
塚
哲
生
さ

ん
は
、
昨
年
11
月
５
日
開
催
の
全
国
社
会
福

祉
大
会
「
平
成
22
年
度
社
会
福
祉
功
労
者
表

彰
」に
お
い
て
、厚
生
労
働
大
臣
表
彰
を
受
賞
。

昭
和
50
年
に
博
愛
会
に
入
社
以
来
、
35
年
の

長
き
に
わ
た
り
、
障
が
い
者
の
就
労
や
自
立

支
援
に
携
わ
り
、
障
が
い
者
福
祉
の
向
上
に

尽
さ
れ
た
功
績
が
高
く
評
価
を
さ
れ
ま
し
た
。

　

35
年
を
振
り
返
っ
て
印
象
に
残
っ
た
こ
と

は
「
環
境
整
備
や
ロ
グ
ハ
ウ
ス
建
設
を
自
分

た
ち
の
手
で
造
成
し
た
こ
と
」、「
民
間
が
で

き
な
か
っ
た
１・２
㌶
の
ト
マ
ト
栽
培
を
障
が

い
者
と
共
に
完
遂
」、「
コ
ロ
ニ
ー
久
住
利
用

者
同
士
の
結
婚
式
」、「
パ
ル
ク
ラ
ブ
の
開
所
」

等
を
挙
げ
ら
れ
ま
し
た
。

　

最
も
嬉
し
か
っ
た
は
障
が
い
者
同
士
の
結

婚
。
最
初
の
１
組
は
、
昭
和
53
年
。
周
囲
の

反
対
の
末
に
結
ば
れ
た
感
動
の
結
婚
式
は
、

今
も
記
憶
に
鮮
明
に
残
っ
て
い
る
そ
う
で
す
。

　

特
に
大
変
だ
っ
た
こ
と
は
、
施
設
側
と
障

が
い
者
の
保
護
者
の
方
と
の
共
通
認
識
を
持

て
る
か
と
い
う
こ
と
。
将
来
や
個
性
を
尊
重

し
生
活
を
続
け
る
こ
と
が
で
き
る
の
も
、
保

護
者
の
方
や
地
域
の
理
解
な
し
に
は
で
き
な

い
こ
と
で
し
た
。

　

こ
れ
ま
で
苦
労
し
た
こ
と
も
た
く
さ
ん

あ
っ
た
大
塚
施
設
長
の
心
の
支
え
に
な
っ
た

の
は
、
労
働
で
得
る
達
成
感
か
ら
生
ま
れ
た

障
が
い
者
の
方
の
『
笑
顔
』。
そ
れ
は
、
何
よ

り
の
励
み
に
な
っ
た
そ
う
で
す
。

　

ひ
と
つ
の
大
き
な
家
族
の
よ
う
な
パ
ル
ク

ラ
ブ
。
そ
の
父
親
の
よ
う
な
存
在
で
あ
る
大

塚
施
設
長
は
「
み
ん
な
が
私
た
ち
と
同
じ
生

活
が
で
き
る
よ
う
に
少
し
で
も
近
づ
け
て
い

き
た
い
」
と
語
っ
て
く
れ
ま
し
た
。

今月のひと

椎
しい

原
ばら

悠
ゆう

理
り

くん
三重中学校

�　年

佐藤義美賞受賞
第��回「佐藤義美賞」竹田童謡作詩コンクール

　佐藤義美の命日にあたる12月16日、第22回「佐藤義美賞」竹田童
謡作詩コンクールの表彰式が佐藤義美記念館で行われ、豊後大野
市立三重中学校１年の椎原悠理くんが佐藤義美賞に輝きました。
　その他の結果は次のとおりです。

【小学生低学年の部】 優秀賞・「くものかたち」本郷清佳（白丹小２年）／優良賞・「はなび」山
田拓実（豊岡小１年）／佳作・「みず」山田芽衣（豊岡小３年）

【小学生高学年の部】 優秀賞・「なまいきなプリント」　山村偲称乃（荻小４年）／優良賞・「水
泳」野尻瑠花（荻小５年）／佳作・「梅雨」安藤瑞紀（荻小５年）

【中学生の部】 優秀賞・「朝日と夜空」椎原悠理（三重中１年）／優良賞・「君」渡辺成美（都野
中３年）／佳作・「輝」渡邊菜採子（竹田中３年）

朝
日
と
夜
空

豊
後
大
野
市
立
三
重
中
１
年　

椎
原
悠
理

朝
日
を
見
た

綺
麗
な
、
ま
だ
ボ
ン
ヤ
リ
と
し
た
朝
日
を
見
た

落
ち
込
ん
で
い
る
人
や

泣
い
て
い
る
人
を

あ
た
た
か
な
光
で
、
そ
っ
と
包
み
こ
ん
で
く
れ
る

朝
日
を
見
た

夜
空
を
見
た

無
数
の
星
が
キ
ラ
キ
ラ
光
っ
て
い
て

昨
日
の
失
敗
も

今
日
の
過
ち
も

忘
れ
さ
せ
て
く
れ
て
、
明
日
へ
の
希
望
を
く
れ
る

夜
空
を
見
た

朝
日
と
夜
空
じ
ゃ
ま
っ
た
く
違
う
け
ど

与
え
て
く
れ
る
物
は

ど
こ
か
似
て
い
る

朝
日
と
夜
空

↑椎原悠理くんは、新聞配達の途中にゆっくり
と明るくなっていく朝方の空を見上げました。

「朝日のあたたかな光を見ていると、やさしい
気持ちになります」と話してくれました。

　（矢崎節夫審査員長を囲んで、コンクール入賞
者のみなさん。椎原くんは前列中央）
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認
知
症
の
原
因
と
は
？

　

認
知
症
は
、
脳
の
障
が
い
に
よ
っ

て
引
き
起
こ
さ
れ
る
も
の
で
す
が
、

原
因
に
よ
っ
て
大
き
く
３
つ
に
分
け

ら
れ
ま
す
。
脳
を
ま
ん
じ
ゅ
う
に
例

え
る
と
、
皮（
大
脳
皮
質
）の
部
分
が

壊
れ
る
と
①
ア
ル
ツ
ハ
イ
マ
ー
病
②

レ
ビ
ー
小
体
型
認
知
症
に
な
り
ま
す
。

ど
ち
ら
も
脳
内
に
老
廃
物
が
長
年
か

け
て
溜
ま
り
、
神
経
細
胞
が
破
壊
さ

れ
ま
す
。
老
廃
物
の
種
類
や
溜
ま
る

場
所
に
よ
っ
て
、
ど
ち
ら
か
の
認
知

症
と
な
り
、
症
状
も
異
な
り
ま
す
。

そ
し
て
、
あ
ん
こ（
大
脳
白
質
）の
部

分
が
壊
れ
る
と
③
脳
血
管
性
認
知
症

に
な
り
ま
す
。
こ
ち
ら
は
動
脈
硬
化

が
徐
々
に
進
ん
で
、
脳
血
流
が
低
下

し
、
脳
内
の
連
絡
網
が
壊
れ
る
た
め

に
生
じ
る
も
の
で
す
。

　

認
知
症
の
研
究
が
進
み
、
少
し
ず

つ
病
気
の
原
因
等
が
明
ら
か
と
な
っ

て
き
ま
し
た
。
認
知
症
に
関
す
る
薬

の
開
発
も
進
ん
で
い
ま
す
が
、
ど
の

種
類
の
認
知
症
か
に
よ
っ
て
治
療
法

も
異
な
っ
て
き
ま
す
。
ま
た
周
囲
の

人
の
対
応
の
仕
方
に
よ
っ
て
も
進
行

の
仕
方
が
異
な
る
と
言
わ
れ
て
い
ま

す
。
認
知
症
を
正
し
く
理
解
す
る
た

め
に
も「
あ
れ
？
」と
思
っ
た
ら
必
ず

専
門
の
病
院
を
受
診
く
だ
さ
い
。

認
知
症
に
関
す
る
ご
相
談

・
大
分
県
認
知
症
疾
患
医
療
セ
ン
タ
ー

　

（
大
分
市　

緑
ケ
丘
保
養
園
内
）

　

☎
０
９
７—

５
９
３—

３
８
８
８

 

〔
時
間
〕
月
曜
日
～
土
曜
日

　

午
前
９
時
～
午
後
５
時
（
祝
祭
日
は
除
）

・
認
知
症
専
門
医
療
機
関

　

（
豊
肥
医
療
圏
）
：
加
藤
病
院

　

☎
６
３—

３
３
４
６

　

（
心
の
相
談
支
援
事
業
所
）

・
竹
田
市
福
祉
事
務
所
福
祉
係

　

☎
６
３—

４
８
１
１

・
竹
田
市
健
康
増
進
課
（
健
康
増
進
係
）

　

☎
６
３—

４
８
１
０

・
竹
田
市
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

　

（
竹
田
市
社
会
福
祉
協
議
会
内
）

　

☎
６
４—

０
３
１
０

竹 田 市 健 康 増 進 課  ☎��-���0
荻支所いきいき市民課  ☎��-����
久住支所いきいき市民課  ☎7�-����
直入支所いきいき市民課  ☎75-����

認
知
症
の
理
解
と
支
え
あ
う
地
域
づ
く

り
を
目
指
し
て
〜
認
知
症
予
防
の
話
〜

　

近
年
、
介
護
を
必
要
と
す
る
高
齢
者
が
増
加
し
て
い
ま
す
。
平

成
��
年
度
の
介
護
予
防
健
診
の
結
果
に
よ
る
と
、
閉
じ
こ
も
り
や

う
つ
状
態
、
認
知
傾
向
で
支
援
が
必
要
な
人
が
約
２
割
お
り
、
年
々

増
加
し
て
い
ま
す
。
健
診
の
受
診
率
が
５
割
に
満
た
な
い
こ
と
か

ら
、
そ
の
数
は
さ
ら
に
多
い
と
推
測
さ
れ
ま
す
。

平成��年度介護予防健診の結果から
健診受診率 45.3％

★上記のうち認知症予防が必要な人の割合
24.9％

★　　〃　　うつ予防が必要な人の割合 14.0％
★　　〃　　運動器の機能向上が必要な人の割合

13.0％
★　　〃　　閉じこもり予防が必要な人の割合

6.7％
★　　〃　　口腔機能の向上が必要な人の割合

8.4％
★　　〃　　栄養改善が必要な人の割合

0.6％（重複含む）

講演会のご案内
〔講　　演〕　「認知症の理解と支え合う地域づくり

　　　　　　　  ～やさしさと思いやりのある地域に向けて～」
〔講　　師〕　社会福祉士・福祉教諭　明石二郎先生
〔内　　容〕　◎認知症の正しい理解

　　　　　　◎「あれ？」と思ったときの対処方法
　　　　　　◎事例を交えた「適切な接し方」

〔竹田会場〕　１月25日㈫　12：45 ～（市総合社会福祉センター）
〔直入会場〕　２月28日㈮　12：45 ～（直入公民館ホール）
　※参加無料。皆さん是非お越しください。
●お問い合せ　竹田市健康増進課　☎��-���0

【まきかり汁】（４人分）
・豚肉…………………………40g
・鶏肉…………………………40g
・小麦粉………………………60g
・ごぼう………………………12g
・はくさい……………………60g
・にんじん……………………40g
・さといも……………………80g
・あぶらあげ…………………20g
・ねぎ…………………………20g
・みそ…………………………50g
・だし汁………………………600ml

【作り方】
１．豚肉、鶏肉、ごぼうをよく炒

める。
２．小麦粉に水を適量加えてすい

とんを作る。
３．だし汁を加えてにんじん、下

ゆでしたさといも、あぶらあげ、
はくさい、すいとんを加える。

４．食材に火がとおったら味噌を
加える。

５．最後にねぎを入れる。

今
月
の〔
食
育
〕レ
シ
ピ

＜１月29日　郷土料理を取り入れた献立＞
～１月24～30日は全国学校給食週間～
竹田市学校給食研究会

　学校給食は、明治22年に山形県で弁当を持ってこられな
い子どもたちのために、おにぎりと塩ザケ、漬物等を出し
たのが給食の始まりとされています。それから給食が各地
に広まりました。しかし、途中で第二次世界大戦が起き給
食が中断されました。戦後、栄養不足を補うために脱脂粉
乳や小麦粉が送られ給食が再開しました。「学校給食週間」
とは、世界中のあたたかい支援で学校給食が再開されたこ
とを記念する週間です。
　１月24 ～ 30日は、記念日給食、昔のパン給食、郷土料理
を入れた給食など日ごとにテーマをもった給食にしていま
す。“食べる”ということは心と体にパワーをわきだせる源で
す。給食についてご家庭の食卓の会話としてふれてみては
いかがでしょうか。（竹田中央学校給食共同調理場　甲斐）

受
賞
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

　

長
年
地
域
の
母
子
保
健
の
発
展
向

上
に
献
身
的
な
活
動
に
従
事
し
、
そ

の
功
績
に
対
し
て
市
職
員
２
名
が
表

彰
さ
れ
ま
し
た
。　
　
　
〔
敬
称
略
〕

◇
第
��
回
母
子
保
健
奨
励
賞

　

渡
辺
由
美
子

　
（
竹
田
市
荻
支
所
い
き
い
き
市
民
課
）

◇
平
成
��
年
度　

母
子
保
健
功
労
者

表
彰
（
健
や
か
親
子
21
全
国
大
会

に
お
け
る
母
子
愛
育
会
長
表
彰
）

　

伊
藤
さ
お
り（
竹
田
市
健
康
増
進
課
）
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竹
田
市
立 

緑
ヶ
丘
中
学
校

　

本
校
校
門
横
に
「
Ｍ
Ｉ
Ｄ
Ｏ
Ｒ
Ｉ

の
あ
い
さ
つ
」
の
横
断
幕
が
掲
げ
ら

れ
て
い
ま
す
。
本
年
度
生
徒
会
発
案

の
横
断
幕
で
す
。「
Ｍ
」
目
を
見
て

「
Ｉ
」い
つ
で
も「
Ｄ
」誰
に
で
も「
Ｏ
」

大
き
な
声
で「
Ｒ
」礼
儀
正
し
く「
Ｉ
」

い
い
笑
顔
で
・
・
・
私
た
ち
は
そ
ん

な
気
持
ち
の
良
い
あ
い
さ
つ
の
で
き

る
緑
中
生
を
め
ざ
し
て
い
ま
す
。
ま

た
、
こ
の
運
動
を
学
校
だ
け
の
も
の

に
し
な
い
よ
う
に
と
、
全
校
生
徒
が

毎
朝
横
断
幕
前
で
あ
い
さ
つ
運
動
に

取
り
組
み
、
地
域
へ
も
発
信
し
て
い

ま
す
。
地
域
の
方
も
気
持
ち
よ
く
応

え
て
く
れ
ま
す
。

  

地
域
行
事
へ
の
参
加
も
積
極
的
に

行
っ
て
い
ま
す
。
毎
年
10
月
に
行
わ

れ
る
地
域
体
育
祭
で
は
、
選
手
と
し

て
の
参
加
は
も
ち
ろ
ん
、
全
校
女
子

が
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
で
ダ
ン
ス
を
披

露
し
て
い
ま
す
。
ま
た
11
月
の
ふ
る

さ
と
祭
り
で
も
、
生
徒
の
作
品
展
示

に
加
え
、
ス
テ
ー
ジ
で
は
全
校
合
唱

を
披
露
し
、
祭
り
を
盛
り
上
げ
て
い

ま
す
。

  

地
域
の
方
・
保
護
者
の
学
校
教
育

へ
の
関
心
も
高
く
、
と
て
も
協
力
的

で
す
。
あ
い
さ
つ
運
動
や
作
業
等
へ

の
協
力
は
も
ち
ろ
ん
で
す
が
、
各
種

行
事
で
は
子
ど
も
た
ち
の
頑
張
り
を

盛
り
上
げ
る
た
め
に
、
保
護
者
も
一

肌
脱
ぎ
ま
す
。
今
年
の
文
化
祭
で

は
、
保
護
者
と
教
職
員
が
「
よ
さ
こ

い
ソ
ー
ラ
ン
」
で
特
別
参
加
し
ま
し

た
。
５
日
間
の
猛
特
訓
の
成
果
も
あ

り
、
当
日
は
ア
ン
コ
ー
ル
？
も
起
き

ま
し
た
。
ま
た
、
子
ど
も
た
ち
が
町

内
を
走
る
ク
ロ
ス
カ
ン
ト
リ
ー
大
会

で
は
、
沿
道
で
の
声
援
に
加
え
、
各

所
で
地
域
の
方
か
ら
飴
玉
な
ど
の
差

し
入
れ
が
あ
り
生
徒
を
元
気
づ
け
て

く
れ
ま
す
。
ま
た
、
毎
年
Ｐ
Ｔ
Ａ
に

よ
る
炊
き
出
し
が
あ
り
、
豚
汁
が
振

る
舞
わ
れ
、
疲
れ
た
体
を
癒
し
て
く

れ
ま
す
。

  

こ
の
よ
う
に
、
年
間
を
通
し
て
い

ろ
い
ろ
な
形
で
地
域
の
方
と
の
ふ
れ

あ
い
が
も
た
れ
て
い
ま
す
。
そ
の
こ

と
を
通
し
て
、
子
ど
も
た
ち
は
地
域

を
知
り
、
地
域
を
愛
し
、
地
域
の
方

も
子
ど
も
た
ち
に
に
目
を
向
け
、
子

ど
も
た
ち
は
安
心
し
て
、
明
る
く
伸

び
伸
び
と
生
活
を
送
っ
て
い
ま
す
。

今
後
も
、
こ
う
し
た
環
境
の
中
で
学

習
が
で
き
る
こ
と
へ
の
感
謝
の
気
持

ち
を
忘
れ
ず
、
地
域
を
愛
し
地
域
に

愛
さ
れ
る
学
校
を
め
ざ
し
頑
張
っ
て

い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。           

 

（
小
出
久
美
夫
）

『
地
域
を
愛
し
、
地
域
に
愛
さ
れ
る
学
校
を
め
ざ
し
て
』

↑「おはようございます！」挨拶運動に
　一丸となって取り組む緑中の生徒

↑ふるさと祭りで合唱を披露

↑教職員と保護者による「よさこいソーラン」
で文化祭に特別参加

　

都
野
小
学
校
開
校
百
周
年
記
念

誌
卒
業
者
名
簿
の
ト
ッ
プ
に
簡
易

学
校
明
治
二
十
一
年
三
月
卒
羽
原

又
吉
出
身
地
石
田
と
あ
る
。
彼
は
、

漢
方
医
到
の
長
男
で
明
治
十
三

年
（
一
八
八
〇
）
十
二
月
五
日
出

生
、
よ
っ
て
満
七
歳
三
ヶ
月
で
簡

易
学
校
三
年
を
卒
業
し
た
。
こ
れ

は
現
在
で
は
小
学
校
一
年
生
の
年

齢
で
あ
る
か
ら
、
極
め
て
秀
才
で

知
識
欲
旺
盛
な
少
年
だ
っ
た
と
思

う
。
医
者
を
目
指
し
直
入
高
等
小

学
校
に
進
学
し
た
。
昭
和
四
十
年

勲
三
等
瑞
宝
章
を
受
章
し
た
彼
の

生
涯
を
久
住
町
誌
に
よ
り
紹
介
す

る
。

　

同
級
生
の
瀧
廉
太
郎
と
は
竹
竿

片
手
に
チ
ャ
ン
バ
ラ
ご
っ
こ
を
よ

く
し
た
仲
だ
っ
た
。
熊
本
の
中
学

校
、
済
々
黌
か
ら
五
高
に
入
学
し

勉
学
に
励
ん
だ
。
目
標
の
医
者
は

変
更
し
東
大
理
学
部
に
入
り
生
物

を
研
究
し
た
。
卒
業
論
文
は
「
朝

鮮
海
魚
類
の
研
究
」
で
あ
る
。
明

治
四
十
二
年
東
大
を
卒
業
・
北
海

道
庁
に
赴
任
・
道
庁
の
調
査
員
と

し
て
漁
村
に
入
っ
た
。
当
時
の
水

産
学
は
技
術
面
中
心
で
漁
民
の
生

活
の
た
て
方
の
変
遷
や
流
通
面
の

発
展
の
研
究
は
手
つ
か
ず
で
、
ア

イ
ヌ
の
人
々
と
接
し
て
い
る
う
ち

に
漁
業
の
経
済
学
研
究
に
夢
中
に

な
っ
た
。
そ
し
て
「
近
世
日
本
水

産
業
の
発
展
過
程
に
関
す
経
済
史

的
研
究
」
が
昭
和
二
十
五
年
慶
応

技
術
賞
受
賞
・
同
年
経
済
学
博
士

と
成
っ
た
。
昭
和
二
十
六
年
「
日

本
漁
業
経
済
史
の
研
究
」
朝
日
文

化
賞
受
賞
。
彼
が
水
産
部
門
に
新

分
野
を
確
立
し
た
金
字
塔
で
あ
る

「
日
本
漁
業
経
済
史
の
研
究
」
全

四
巻
に
昭
和
三
十
年
学
士
院
賞
が

贈
ら
れ
た
。
又
「
日
本
古
代
漁
業

経
済
史
」「
日
本
昆
布
経
済
史
」「
ア

イ
ヌ
社
会
経
済
史
」
な
ど
も
あ
る
。

海
の
ジ
プ
シ
ー
「
漂
海
民
」
の
研

究
も
名
高
い
。
学
者
と
し
て
は
慶

応
大
学
の
専
任
講
師
・
同
教
授
・

東
大
及
び
早
大
の
非
常
勤
講
師
な

ど
を
歴
任
し
た
。

　

未
開
拓
分
野
の
学
問
に
大
き
な

功
績
を
残
し
た
彼
は
米
寿
を
迎
え

る
頃
郷
里
都
野
に
帰
り
、
昭
和

四
十
六
年
九
十
歳
で
亡
く
な
る
ま

で
の
短
い
余
生
を
過
ご
し
た
。

（
竹
田
直
入
退
職
校
長
会
都
野
会
・

文
責
工
藤
晃
）

漁業経済学の体系を築いた羽
は

原
ばら

又
ゆう

吉
きち

64
↑羽原又吉
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の すすめ 「知産知消」とは、知人
が生産したものを、遠く
の知人を介して消費の輪
を広めていくことです。

知産知消
花水月発　竹田の観光関連情報

食育ツーリズム　竹田市経済活性化促
進協議会　●お問い合せ　竹田市経済
活性化促進協議会　☎ ��-����
ホームページ http://taketa-syokuiku.org/

【新商品紹介】地産地加地消の商品づくり

Karin（かりん）
かりんの自家製焼き菓子

　 現 代 の 忙 し い お 母 さ ん に 代
わって安心な材料でおいしく気
軽に食べられる手作りお菓子を
届けたい。そんな想いで始めた
Karin（かりん）の手作りクッキー
は幅広い世代に人気。現在全 9
種類。その中でもさくさくクッ
キーやフロランタン、ローズケー
キは定番の人気商品。
■販売場所：Karin、道の駅竹田・
　すごう（週末限定）

農 村 商 社 わ か ば

イチゴ狩りと
インターネット販売始めました
　道の駅竹田では1500㎡もの広さを持つイチゴ農園が
オープンし、来年の５月連休までイチゴ狩りが楽しめます。
食べ放題コースやもぎ取りコースを用意しています。甘く
ておいしいイチゴ、是非お越しいただき、ご賞味ください。
●お問い合せ　いちごハウス　☎��-�00�
　「竹田の産品を気軽にネットショッピング」をうたい文句
に12月1日から、インターネットでの販売を開始しました。

「農村商社わかば」で検索し、ご覧ください。贈答品として
も最適です。お気軽にご利用ください。
●お問い合せ　農村商社わかば　☎��-�55�

生産者！あなたが主役

体が続く限り
焼き米づくりに励みます

　昨年 7 月に夫を亡くしま
したが、これからも焼き米
づくりに精をだしたいと思
います。手はかかるけれど
も、お金にもなるし、何よ
りやりがいがありますから。
これが私の生きがいです。

小野 伊知代さん
（久住町馬場・84歳）

阿南　公美　　竹田市竹田町
（ジャム研究会）

石焼き芋で
身も心も温かく！
　先月号のぶたまんに続く寒い
季節を乗り切る商品は、やはり
何 と い っ て も 焼 き 芋。 道 の 駅
竹 田 で は、 店 内 で 実 際 に 石 を
使って焼く本格さを誇っていま
す。丹精込めて育てられた「紅あ
ずま」と「紅あすか」の２品種が
100g100円で皆様をお待ちして
います。
●お問い合せ
　道の駅竹田　☎66-3553

食育ツーリズムコーナー

厳冬の竹田を楽しむ！
コース１ 「冬の久住・原生林を撮る」

コース２ 「新名所の稲葉ダムと双美おばあちゃん手作り味噌の秘密」

　久住山周辺の撮影スポットを知り尽くした登山ガイドの案
内で厳冬の大自然を楽しみます。宿泊は、久住・長湯エリアの
農家民泊です。地元の方々との心温まる交流が楽しめます。
協力：農家民宿「来ちょくれ竹田研究会」
催行日：1/22㈯～ 23㈰、2/5㈯～ 6㈰、2/19㈯～ 20㈰
旅行代金：7,500円（お一人様、宿泊代、昼食代、体験代等を含む）
募集定員：1 ～ 15人まで

　現地案内人による「稲葉ダム八景」を楽しみながら稲葉ダム
を散策。オプションで楽々アシスト自転車散策も体験できま
す。そして、みそ作り名人に習う冬限定！昔ながらのみそ仕
込み体験。双美おばあちゃんの人柄、お話も魅力です。
催行日：1/22㈯、2/19㈯
旅行代金：2,800円（お一人様、昼食代、体験代等を含む）
募集定員：2~10人まで

※詳細は竹田市観光ツーリズム協会、またはホームページをご覧ください。
竹田市観光ツーリズム協会　☎63-0585　旬旅ＨＰ http://www.shuntabi.com/
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■竹田市立図書館
　TEL・FAX 63-1048
■荻図書室（荻みらい館内）
　TEL 68-2200 ・FAX 68-2057
■久住図書室
　TEL 76-0717・FAX 76-0724
■直入図書室
　TEL 75-2240・FAX 75-2231

図書館から
１月の
お知らせ

１月
日 月 火 水 木 金 土

�
� � � 5 � 7 �
9 �0 �� �� �� �� �5
� �7 �� �9 �0 �� ��
9 �� �5 �� �7 �� �9

�0 ��
※カレンダー中の白抜きの
　日が休館日です。

日時　１月19日㈬
　　　14:00～
場所　竹田市総合社会
　　　福祉センター

ブックスタート

今月の新刊のご案内
〔一般の本〕
・喜びはつかむもの－ターシャ･テューダーのクリスマス－　  ターシャ･テューダー
・ぎっちょんちょん　　　　　　　　　　群　　　ようこ
・ようこそ、ちきゅう食堂へ　　　　　　小　川　　　糸
・若様組まいる　　　　　　　　　　　　畠　中　　　恵
・第二音楽室　　　　　　　　　　　　　佐　藤　多佳子
・人生の終いじたく　　　　　　　　　　中　村　メイコ
・政権　　　　　　　　　　　　　　　　日本経済新聞社
  〔子どもの本〕
・エルマーとサンタさん　　　　　　　　デビット・マッキー
・クリスマスのきせき　　　　　　　　　高　畠　那　生
・ばすくんのくりすます　　　　　　　　なかや　み　わ
・いろいろなたね（東君平のおはようどうわ）　　東　　　君　平
・ぜったいねないからね　　　　　　　　ローレン･チャイルド
・プリンセスと魔法のかがみ　　　　　　芝　田　勝　茂

ほか　70冊ほど購入しました。

日時　１月12日㈬
　　　13:20～14:00
場所　竹田幼稚園

おはなしルーム

「司書おすすめの一冊」

「ある日」
木坂　涼（思潮社）

  「ある日」ではじまる４８篇の
ストーリー。詩人ならではの感性
あふれた情景が浮かびます。ひと
コマひとコマが懐かしくもあり、
その眼差しのやさしさが心に響く
一冊です。このほかの木坂さんの
詩集もぜひご覧下さい。

誕
生
お
め
で
と
う

11
月
生
ま
れ

（
親
・
自
治
会
）

広報たけた １ も　く　じ

人口の
うごき

子育てしやすいまちづくりは、竹田の未来を変える………………2
世界は広い！国際交流の楽しさを知る！
～ローカル外交が導く可能性～………………………………………4
予防医学に徹する㈱キューメイが進出／暮らしの便利帳作成／
竹田雑感⑬………………………………………………………………6
監査公表…………………………………………………………………7
シリーズほろにが／国際カルチャー・ポプリ ………………………8
健診へ行こう！…………………………………………………………9
市長コラム⑱『有由有縁』……………………………………………10

【別冊 たけたん情報】　たけたん情報（年末年始のケーブル
テレビ番組表・１月のこよみ・岡の里Ｕターン情報）　　 　

ケーブルテレビにチャンネルが増えます／年末年始♨家族が揃っ
たらお近くの温泉へ……………………………………………………11
まちの話題  ……………………………………………………………12
ＴＡＫＥＴＡＮ ＦＡＣＥ 今月のひと（大塚哲生）／佐藤義美賞／
保健だより／食育レシピ／ぼくたち・わたしたちの学びや（緑ヶ丘
中学校）／まるごと博物館／知産知消のすすめ／図書館情報／誕
生おめでとう／プクサン／ふるさと風韻（菊池優太）／郷土の植物
／すくすく１歳 …………………………………………………13 ～ 20

（前月比）
人　口　  25,303 人（－  46 人）
　男性　  11,767 人（－  22 人）
　女性　  13,536 人（－  24 人）

（前月比）
世帯数　10,572 世帯（ー 6 世帯）

住民基本台帳登録人数
（平成 22 年 11 月 30 日現在）

「しあわせネコ」（東君平のおはようどうわ）
東　君平（新日本出版社）

　くろねこかあさんでおなじ
みの、東君平さんのどうわで
す。かわいいイラストとすて
きなおはなしがいっぱいです。
　寒い季節にあったか～い春
のおはなしもいいものです。

日時　１月25日㈫
　　　10:00～
場所　荻福祉健康エリア

荻★わいわい広場

日時　毎週火曜日
　　　10:30～11:00
場所　竹田市立図書館
　　　えほんのへや

おはなしのへや

　　　　　　・広報たけた12月号のまちの話題（P.17）で「阿部忠治さん(80歳)」とありましたが、正しくは「スコア80」でした。
・同じく12月号の『佐藤義美さんって、どんな人だったんですか？』（P.20）の家族写真の説明文「…昭和40年、」とありましたが、
正しくは「大正７年」でした。以上、訂正しておわびします。

訂正とおわび

今
月
の
読
み
聞
か
せ
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竹田市は、夢と理想と志を思い起こさせるまちである。

　竹田市出身でご活躍の先輩方に、生まれ育ったまちの空気感に思いを馳せ、

　　自由に筆を走らせていただいた。いま自分の人生に風を吹かせながら…

　

18
年
間
生
ま
れ
育
っ
た
竹
田
市

か
ら
上
京
し
て
、
気
付
け
ば
早
11

年
。
そ
の
間
、
竹
田
で
は
温
泉

宿
が
誕
生
し
、
竹
楽
が
始
ま
り
、

市
の
面
積
が
大
き
く
な
っ
た
一

方
、
宇
宙
で
は
宇
宙
飛
行
士
が
国

際
宇
宙
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
に
長
期
滞

在
す
る
な
ど
、
人
が
宇
宙
に
住
む

時
代
が
到
来
し
て
い
ま
す
。
特
に

２
０
１
０
年
は
、
小
惑
星
探
査
機

「
は
や
ぶ
さ
」の
話
題
も
あ
り
、
日

本
の
宇
宙
開
発
が
世
間
か
ら
注
目

さ
れ
る
機
会
が
増
え
て
き
て
い
ま

す
。
私
は
現
在
、
こ
れ
ら
の
宇
宙

開
発
で
得
ら
れ
た
成
果
や
宇
宙
が

持
つ
無
限
大
の
魅
力
を
、
次
世
代

を
担
う
子
ど
も
た
ち
の
教
育
活
動

に
活
か
し
て
い
く
仕
事
を
担
当
し

て
い
ま
す
。
学
校
現
場
は
も
ち
ろ

ん
、
土
日
の
科
学
館
や
地
域
で
の

活
動
に
出
向
い
て
、
子
ど
も
た
ち

の
好
奇
心
や
何
事
も
に
も
チ
ャ
レ

ン
ジ
す
る
冒
険
心
、
創
意
工
夫
に

つ
な
が
る
匠
の
心
を
刺
激
で
き
れ

ば
と
い
う
思
い
で
宇
宙
の
お
話
を

し
た
り
、
授
業
作
り
の
お
手
伝
い

を
し
て
い
ま
す
。

　

今
思
い
起
こ
す
と
、
私
が
宇
宙

開
発
の
仕
事
に
就
く
き
っ
か
け
と

な
っ
た
も
の
が
竹
田
に
は
２
つ

あ
っ
た
よ
う
に
思
い
ま
す
。
ま
ず

は
、
き
れ
い
な
空
気
や
水
、
大
自

然
に
恵
ま
れ
て
い
た
こ
と
。
澄
ん

だ
き
れ
い
な
夜
空
が
私
の
日
常
生

活
の
一
部
と
し
て
存
在
し
て
い
た

こ
と
は
、
宇
宙
に
想
い
を
馳
せ
る

礎
で
あ
っ
た
気
が
し
て
い
ま
す
。

校
庭
に
集
ま
っ
て
友
達
と
流
星
群

を
眺
め
た
こ
と
は
今
で
も
鮮
明
に

記
憶
し
て
い
ま
す
。
も
う
一
つ
は
、

人
と
人
と
の
た
く
さ
ん
の
つ
な
が

り
を
経
験
で
き
た
こ
と
。
学
校
行

事
や
地
域
の
お
祭
り
、
ス
ポ
ー
ツ

な
ど
が
大
好
き
だ
っ
た
私
は
、
家

族
を
は
じ
め
、
た
く
さ
ん
の
仲
間
、

指
導
く
だ
さ
っ
た
先
生
や
地
域
の

人
た
ち
と
の
交
流
機
会
に
恵
ま

れ
ま
し
た
。
竹
田
で
教
わ
っ
た
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
大
切
さ
は
、

上
京
後
の
数
多
く
の
新
し
い
人
と

の
出
会
い
に
も
つ
な
が
り
、
様
々

な
方
か
ら
の
助
言
や
協
力
が
あ
っ

て
今
の
私
が
あ
る
と
考
え
て
い
ま

す
。
こ
の
２
つ
の
竹
田
の
魅
力
は

上
京
し
て
初
め
て
気
づ
い
た
こ
と

で
す
が
、
今
で
は
竹
田
に
生
ま
れ

た
こ
と
が
、
私
を
宇
宙
開
発
の
世

界
へ
導
い
て
く
れ
た
と
考
え
る
よ

う
に
な
り
ま
し
た
。

　

宇
宙
を
題
材
に
し
た
教
育
プ
ロ

グ
ラ
ム
の
一
つ
に「
郷
土
料
理
を

使
っ
た
宇
宙
食
を
作
ろ
う
」と
い

う
も
の
が
あ
り
ま
す
。
こ
れ
は
宇

宙
飛
行
士
が
宇
宙
に
滞
在
し
て
い

る
間
、
誰
し
も
が
故
郷
で
あ
る
地

球
の
美
し
さ
に「
い
の
ち
」を
感
じ

い
と
お
し
く
想
い
、
食
事
の
時
間

に
は
地
球
の
味
に
ふ
れ
て
リ
ラ
ッ

ク
ス
で
き
る
こ
と
に
焦
点
を
当
て

て
教
材
化
さ
れ
た
も
の
で
す
。
子

ど
も
に
は
、
自
分
が
宇
宙
で
食
べ

た
い
も
の
を
考
え
て
も
ら
う
の
で

す
が
、
竹
田
で
あ
れ
ば
か
ぼ
す
、

し
い
た
け
、
サ
フ
ラ
ン
な
ど
が
食

材
と
な
る
ん
で
し
ょ
う
か
。
故
郷

の
良
さ
が
一
度
そ
こ
か
ら
離
れ
て

見
る
こ
と
で
認
識
で
き
る
こ
と
と

同
様
に
、
宇
宙
に
飛
び
出
す
こ
と

で
私
た
ち
の
住
む
か
け
が
え
の
な

い
地
球
の
素
晴
ら
し
さ
を
再
確
認

す
る
こ
と
は
た
く
さ
ん
あ
り
ま
す
。

　

先
日
、
母
校
の
南
部
小
学
校
で

元
気
な
後
輩
た
ち
に
宇
宙
の
話

を
す
る
機
会
を
い
た
だ
き
ま
し

た
。
講
演
後
に
子
ど
も
か
ら「
今

の
仕
事
で
何
を
し
て
い
る
と
き

が
幸
せ
で
す
か
？
」と
質
問
さ
れ
、

と
っ
さ
に
出
た
一
言
が「
こ
う
し

て
、
母
校
に
帰
っ
て
く
る
こ
と
が

で
き
た
こ
と
が
一
番
幸
せ
で
す
」

と
い
う
言
葉
で
し
た
。
今
で
も
私

の
日
々
の
原
動
力
は
、
定
期
的
に

実
家
か
ら
取
り
寄
せ
て
い
る
か
ぼ

す
Ｃ
サ
ワ
ー
で
す
。
宇
宙
開
発
の

仕
事
に
携
わ
る
こ
と
で
、
故
郷
・

竹
田
へ
の
想
い
を
今
後
も
一
層
膨

ら
ま
せ
つ
つ
、
人
類
の
未
来
を
切

り
拓
く
よ
う
な
チ
ャ
レ
ン
ジ
を
し

て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

宇
宙
か
ら
故
郷
に
想
い
を
馳
せ
る

菊
きく

池
ち

  優
ゆう

太
た

略　歴
1981年　竹田市生まれ　南部小学校、南生中学校、竹田
高校卒業
2000年　早稲田大学人間科学部入学、2006年　同大学院
人間科学研究科卒業
2006年　宇宙航空研究開発機構（JAXA）入社　ロケット
部門を経て、現在は宇宙教育センターに所属。宇宙を素
材とした次世代育成活動のため全国を飛び回るほか、子
ども向けにロケット打ち上げなどをインターネットでラ
イブ配信する番組「宇宙教育テレビ」でMCを担当。

〈宇宙教育テレビHP〉http://www.yac-j.or.jp/tv/

題字・草刈樵峰　絵・大嶋英子

↑母校の南部小学校で開いた講演会（昨年 11 月 8 日）
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広

報
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は
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生
紙

を
使

用
し

て
い

ま
す

。

　

山
地
の
日
当
た
り
の
い
い
草
地

に
生
育
す
る
高
さ
１
㍍
ほ
ど
の
落

葉
小
低
木
で
す
。
樹じ

ゅ

形け
い

は
株か

ぶ

状
じ
ょ
う

に

な
り
密み

っ

生せ
い

す
る
枝
は
斜し

ゃ

上
じ
ょ
う

し
ま
す
。

ま
た
枝
に
は
側そ

く

芽が

と
い
う
刺と

げ

が
あ

り
、
触さ

わ

る
と
痛
い
で
す
。

　

互
生
の
葉
は
先
が
広
い
倒と

う

卵ら
ん

形け
い

で
鈍に

ぶ

い
鋸き

ょ

歯し

が
あ
り
、
基
部
は

く
さ
び
形
で
す
。
大
き
さ
は
長
さ

５
㌢
、
幅
が
３
・
５
㌢
ほ
ど
で
す
。

葉
の
付
け
根
に
は
托た

く

葉よ
う（

附
属
体
）

が
あ
り
ま
す
。

　

春
の
頃
、
葉よ

う

腋え
き

に
朱
紅
色
の
径

３
㌢
ほ
ど
の
５
弁
花
を
数
個
咲
か

せ
ま
す
。
秋
に
は
径
４
㌢
ほ
ど
の

香
り
の
い
い
黄
熟
す
る
ま
る
い
実

を
つ
け
ま
す
。
地
元
で
は
岳た

け

梅う
め

と

い
い
、
こ
れ
で
果
実
酒
を
つ
く
っ

た
り
、
蜂
蜜
に
漬つ

け
て
食
べ
ま
す
。

　

中
国
原
産
の
ボ
ケ
に
似
て
い
て

低
木
な
の
で
草
の
名
が
つ
き
、
草ク

サ

木ボ

瓜ケ

の
名
が
あ
り
ま
す
。

　

竹
田
で
は
標
高
の
高
い
く
じ
ゅ

う
山
系
に
広
く
分
布
し
観
察
さ

れ
ま
し
た
が
、
近
年
野
焼
き
の
中

止
な
ど
で
森
林
化
が
進
み
、
草
地

が
失
わ
れ
減
少
傾
向
に
あ
り
ま
す
。

大
分
県
の
絶ぜ

つ

滅め
つ

危き

惧ぐ

種し
ゅ

。
花
期
は

４
月
か
ら
５
月
で
す
。

郷土の植物 （263）

阿孫　久見
第70回

クサボケ（バラ科）

「初
はつ

　夢
ゆめ

」
一年の吉兆占わんと、兎
たち。初夢何も見ずして
明けし、もうひと眠り…。
協力・人形工房かじか（直入町長湯）
撮影・デザイン／竹 蔵　TAKEGURA

平成22年１月生まれ
誕生日　親
（自治会）

平成23年2月に１歳の誕

生日を迎えるお子さんの

写真を募集します！

問秘書広報係　☎６３-１０４３

Ｎ
Ｈ
Ｋ
ス
ペ
シ
ャ
ル
ド
ラ
マ「
坂
の
上
の
雲
」で
も
注
目

　

嚶
鳴
フ
ォ
ー
ラ
ム
記
念
出
版

 

『
国
際
人
・
廣
瀬
武
夫
』好
評
発
売
中
！

■
定
価　

１
４
７
０
円

■
発
行　

Ｐ
Ｈ
Ｐ
研
究
所

■
取
扱　

市
企
画
情
報
課
・
支
所
い
き
い
き
市
民
課

　
　
　
　

・
市
内
書
店
・
竹
田
温
泉
花
水
月
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月
火

水
木

金
土

日
月

火
水

木
金

27
日

28
日

29
日

30
日

31
日

１
日

２
日

３
日

４
日

５
日

６
日

７
日

6
6

7
た

け
た

ホ
ッ

と
タ

イ
ム

ス
　

第
72

回
市

　
長

　
・

　
議

　
長

　
新

　
春

　
ご

　
挨

　
拶

N
H

K4
N

H
K5

N
H

K6
N

H
K1

7
N

H
K１

N
H

K２
竹

田
の

う
ま

い
も

ん
2

N
H

K5
N

H
K6

N
H

K1
N

H
K2

8
独

眼
竜

政
宗

　
第

17
回

　
（

特
番

再
放

送
）

竹
田

研
究

所
12

年
間

の
あ

ゆ
み

（
特

番
再

放
送

）
健

康
づ

く
り

推
進

大
会

（
特

番
再

放
送

）

第
22

回
さ

と
う

よ
し

み
竹

田
童

謡
祭

サ
イ

エ
ン

ス
ｃ

ｈ
１

独
眼

竜
政

宗
第

18
回

8
N

H
K２

N
H

K３
サ

イ
エ

ン
ス

ｃ
ｈ

２
11

月
7月

後
半

、
8月

前
半

　
10

月
後

半
、

11
月

前
半

　

サ
イ

エ
ン

ス
ｃ

ｈ
1

サ
イ

エ
ン

ス
ｃ

ｈ
3

サ
イ

エ
ン

ス
ｃ

ｈ
3

9
サ

イ
エ

ン
ス

ｃ
ｈ

1
独

眼
竜

政
宗

第
17

回
ス

ペ
シ

ャ
ル

ト
ー

ク
　

「
国

際
人

廣
瀬

武
夫

」
独

眼
竜

政
宗

第
18

回
9

サ
イ

エ
ン

ス
ｃ

ｈ
2

竹
田

の
う

ま
い

も
ん

2
サ

イ
エ

ン
ス

ｃ
ｈ

3

4月
7月

前
半

9月
後

半

サ
イ

エ
ン

ス
ｃ

ｈ
1①

サ
イ

エ
ン

ス
ｃ

ｈ
3

サ
イ

エ
ン

ス
Ｓ

Ｐ
「

新
幹

線
」

10
た

け
た

ホ
ッ

と
タ

イ
ム

ス
　

第
72

回

（
特

番
再

放
送

）

嚶
鳴

フ
ォ

ー
ラ

ム
in 竹
田

11
月

後
半

、
12

月
8月

11
月

10
あ

な
た

の
街

箱
サ

イ
エ

ン
ス

ｃ
ｈ

１
②

11
あ

な
た

の
街

箱
～

ア
ン

コ
ー

ル
放

送
～

（
特

番
再

放
送

）
渡

邊
な

お
み

さ
ん

講
演

（
特

番
再

放
送

）

温
泉

シ
ン

ポ
ジ

ウ
ム

（
特

番
再

放
送

）

川
端

康
成

記
念

講
演

会

竹
田

の
う

ま
い

も
ん

1
竹

田
の

う
ま

い
も

ん
3

N
H

K３
も

ぎ
た

て
情

報
局

（
生

放
送

）
11

竹
田

の
う

ま
い

も
ん

1
サ

イ
エ

ン
ス

ｃ
ｈ

2
サ

イ
エ

ン
ス

Ｓ
Ｐ

「
フ

ェ
ラ

ー
リ

」
5月

サ
イ

エ
ン

ス
ｃ

ｈ
1

N
H

K４
4月

8月
後

半
、

9月
前

半
　

12
も

ぎ
た

て
プ

ラ
ス

（
特

番
再

放
送

）
篠

笛
講

座
独

眼
竜

政
宗

　
第

17
回

　
も

ぎ
た

て
プ

ラ
ス

12
Ｏ

Ｉ
Ｔ

Ａ
元

気
ッ

ズ
サ

イ
エ

ン
ス

ｃ
ｈ

2
Ｏ

Ｉ
Ｔ

Ａ
元

気
ッ

ズ
サ

イ
エ

ン
ス

ｃ
ｈ

３

13
た

け
た

ホ
ッ

と
タ

イ
ム

ス
　

第
72

回

た
け

た
ホ

ッ
と

タ
イ

ム
ス

第
72

回

市
　

長
　

・
　

議
　

長
　

新
　

春
　

ご
　

挨
　

拶
N

H
K6

N
H

K1
N

H
K2

た
け

た
ホ

ッ
と

タ
イ

ム
ス

第
73

回
13

サ
イ

エ
ン

ス
ｃ

ｈ
２

ス
ペ

シ
ャ

ル
ト

ー
ク

　
「

国
際

人
廣

瀬
武

夫
」

N
H

K1
N

H
K2

N
H

K3
14

サ
イ

エ
ン

ス
ｃ

ｈ
Ｓ

Ｐ
（

特
番

再
放

送
）

地
域

審
議

会
講

演
会

（
特

番
再

放
送

）

民
謡

と
踊

り
の

祭
典

（
特

番
再

放
送

）

由
学

館
設

立
記

念
フ

ォ
ー

ラ
ム

（
特

番
再

放
送

）

ア
ル

テ
ヴ

ィ
ー

ヴ
ァ

コ
ン

サ
ー

ト
「

ク
レ

ッ
シ

ェ
ン

ド
」

N
H

K3
14

N
H

K3
N

H
K4

N
H

K5
竹

田
の

う
ま

い
も

ん
3

9月
後

半

住
宅

用
火

災
警

報
器

住
宅

用
火

災
警

報
器

11
月

後
半

、
12

月
N

H
K4

15
サ

イ
エ

ン
ス

ｃ
ｈ

2
独

眼
竜

政
宗

　
第

17
回

　
N

H
K4

N
H

K5
N

H
K6

独
眼

竜
政

宗
　

第
18

回
　

15
竹

田
の

う
ま

い
も

ん
3

て
れ

び
チ

ラ
シ

サ
イ

エ
ン

ス
ｃ

ｈ
3

6月
7月

後
半

、
8月

前
半

　
10

月
前

半
5月

サ
イ

エ
ン

ス
ｃ

ｈ
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本　　庁　☎0974-63-1111
荻 支 所　☎0974-68-2211
久住支所　☎0974-76-1111
直入支所　☎0974-75-2211 20111
第18回室内綱引き大会
　綱引きで新年の福を引き込め！みんなの力を合せる熱
い戦い！
と　　き　１月23日㈰　9:00 〜　開会式
と こ ろ　竹田市Ｂ＆Ｇ直入海洋センター
　　　　（直入公民館横体育館）
種　　目　一般男性の部（８名の合計体重600kg以下）
　　　　　ミックスの部
　　　　　（８名のうち女性が4名以上　体重制限なし）
参加資格　竹田市在住者及び県内在住の竹田市出身者、
　　　　　及び竹田市在勤者
申込締切　１月14日㈮
主　　催　竹田市・竹田市教育委員会・竹田市体育協会
●お問い合せ　竹田市B&G直入海洋センター
　　　　　　　（直入教育係）　☎75-2243

歴史資料館　　　　　　　　　  　  ☎63-1923

〔開館時間〕9:00 〜 17:00
〔休 館 日〕月曜日。祝日の翌日
　　　　　（月曜日が祝日の場合は開館）
○常設展　田近竹邨展
　１月4日㈫〜２月25日㈮　２階展示室Ｂ
　竹田市出身の近代南画界の重鎮、田近竹邨の画業につ
いて館蔵品を中心に紹介します。
※休館日は、月曜日（月曜日が祝日の場合は開館）と祝
　日の翌日です。

市民ギャラリー水琴館　　　　 ☎ 63-2200

〔開館時間〕9:00 〜 17:00
〔休　館　日〕月曜日。祝日の翌日
　　　　　（月曜日が祝日の場合は開館）
○第10回「我がまち竹田」写真展　　　
　１月５日㈬〜１月16日㈰
　竹田の風景や人々の営みなどを撮影した作品35点を
展示。　　　　　　　　　　 （松岡興司　☎63-3891）
○竹田素描同好会　第13回展　　　
　１月18日㈫午後〜１月30日㈰
　素描、水彩画、油彩画など42点を展示。

　　   　　  　（竹田素描同好会　☎62-3472）
※なお、展示内容の詳細を知りたい方は、申込者へ直接

お電話下さい。

募　集
第 33 回川合尚武旗 竹田職域クラブ駅伝競走大会
日　時　１月22日㈯　開会式13:00 〜　
　　　　・監督会議　12:30 〜　・スタート14:00 〜
場　所   竹田市総合運動公園陸上競技場
区　間 〔5区間11.4km〕竹田市総合運動公園陸上競技場

〜入田農免入口〜矢原橋〜十角橋（折り返し）
〜矢原橋〜入田農免入口〜竹田市総合運動公園
陸上競技場

参加資格　豊肥地区の職域やクラブで編成し、前年度県
内一周駅伝大会出場選手の出場するチームは
A部、その他はB部、中学生の部とします。

参 加 料　A・B部 3,000円　中学生 1,000円
申込方法　竹田市陸上協議会事務局まで電話でお問い合

わせください。
締め切り　１月14日㈮　17:00まで
●お問い合せ　竹田市陸上協議会事務局（甲斐）　
　　　　　　　☎090-4771-8491

学校給食共同調理場の給食物資納入業者募集
　 竹田中央学校給食共同調理場及び久住、直入学校給
食共同調理場では、平成23年度学校給食用物資納入業
者（野菜・果物・農産物加工品・精肉・地場産物等）の
募集をします。
　納入希望者は、指名願いを各調理場に提出してくださ
い。用紙は下記の各学校給食共同調理場に指定のものを
備えてあります。
＊給食物資の納入には、一定の基準規格（納入時間、市

内産・国内産、生産地記載）等がありますので、各調
理場へお問い合わせください。
受付期限　平成23年1月14日㈮〜 1月28日㈮
●お問い合せ・提出先
　竹田中央学校給食共同調理場　☎63-1170
　久住学校給食共同調理場　　　☎76-1157
　直入学校給食共同調理場　　　☎75-2270

しいたけ料理コンクール参加者募集
　大分県産「しいたけ」を使った料理コンクールを開催
します！
募集期間　平成23年１月21日㈮必着
募集内容
　＊大分県内に在住する男女を対象に、家庭料理として

手軽にできる県産乾・生しいたけを多く使用し、経
費４人分2,000円以内の一品

　＊しいたけの姿・地域の特色を生かした料理で、種類
は問わない。

　※ＨＰからも「参加申込書」をダウンロードできます
　　（協議会HP http://www.pref.oita.jp/site/shitake/）
主　　催　大分県椎茸振興協議会
●お問い合せ　竹田市農政課　☎63-4805（直通）

第24回岡の里名水マラソン大会参加者募集
日時　３月６日㈰　※雨天決行
会場   竹田市文化会館前
　　　（受付・開会式・スタート・フィニッシュ）
日程　受　　付　   8:00 〜 9:30  開会式  9:00 〜
　　　スタート　 10:00 〜　（フルマラソン）
　　　※参加申し込み人数により他の種目は随時スタート
競技規定
　①制限時間は６時間とし制限時間以後は競技を打ち切

ります。係員の指示にしたがってください。
　②競技続行不可能と判断した競技者については、競技



❸たけたん情報　平成23年１月号

審判員の指示により競技を中止していただくことが
あります。

　③競技を中断する競技者は、道路左側に座って係員の
指示にしたがってください。

参 加 料　フルマラソン 4,000円　
　　　　　ハーフ・10㎞・4㎞（一般） 3,000円
　　　　　高校生以下・史跡めぐりウォーク 1,000円
　　　　　ノルデックウォーキング 1,500円
　※今年から５㎞種目が４㎞種目へ変更になりました
参 加 賞　参加者全員に参加賞
記録認定　参加者全員に記録証より記録を認定する。
　　　　　掲示板に速報記録を掲示する。
表　　彰　表彰は６位までする。
申込方法
　①申込用紙（払込取扱票）に必要事項を記入し、参加

料を添えて最寄りの郵便局にて申し込むこと。
　②参加者は前もって医師の診断を受け健康状態を確認

の上、申し込むこと。
　③大会当日の受付は史跡めぐりウォーク以外はいかな

る理由があっても受け付けない。
　④参加申込後の取消については、返金しない
申込締切　１月31日㈪　払込印有効
コ ー ス　今年は10㎞コースの一部が変更（ホームペー

ジにあるコースマップでご確認ください）
主　　催   岡の里名水マラソン大会実行委員会
●お申込み・お問い合せ　〒878-8555竹田市大字会々

1650番地 竹田市生涯学習課内　岡の里名水マラソン
大会事務局 ☎63-4817		FAX	63-2373

〔URL〕http://www.city.taketa.oita.jp/marason/

相　談
借金の返済で苦しんでいませんか 
　大分県委託事業多重債務出張相談会が竹田市・豊後大
野市でおこなわれています。相談は無料です。ぜひ、活
用ください。
期日・場所　１月20日㈭（豊後大野市中央公民館）
　　　　　　２月10日㈭（竹田市総合社会福祉センター） 
　　　　　　３月10日㈭（豊後大野市中央公民館）
時　　　間　10:00 〜 16:00 
※要予約　グリーンコープ生活再生相談室
　　　　　☎097-535-7777
　電話受付時間（月〜金） 9:30 〜 18:00 

福　祉
生きがいと健康づくりに参加しませんか？
　竹田市では、高齢者が寝たきりや認知症にならないよ
う、元気で長生きするために、創作や趣味、健康増進活
動に取り組む高齢者の生きがいと健康づくり推進事業を
行っています。
　登録はいつでもできます。体験参加もできますので、
お気軽にご連絡ください。
※地域ごとに運営され、名称や活動が異なります。
　竹田＝「生きがいサロン」　荻　＝「シニアクラブ」
　久住＝「ゆう・遊クラブ」　直入＝「お達者クラブ」
対 象 者　65歳以上で、要介護認定の申請をしていない方
会　　場　各地区分館、集会所、公民館など
　　　　　（タクシー送迎も可）
開催回数　月１〜３回程度（地域によって異なります）
個人負担　１回あたり800円程度（昼食代含む）
●お申込み・お問い合せ　竹田市福祉事務所　☎63-4811

通訳介助員の派遣を希望する方は登録が必要です
盲ろう者の方へ

　大分県では視覚障がいと聴覚障がいの重複により、身
体障害者手帳の総合等級が２級以上の盲ろう者で、手話

（触手話、接近手話）、点字（ブリスタ、指点字）、手書
き文字、指文字、音声、筆談、パソコン等による通訳と
介助が必要な方に通訳介助員を派遣しています。通訳介
助員の派遣を希望する方は事前に利用者登録が必要です。
詳しくは下記をご覧ください。
利用料：無料（ただし、通訳介助中の通訳介助員の交

通費・施設利用料等は盲ろう者が負担）
利用者登録の方法 : 利用者登録申請書及び身体障害者手

帳の写しを大分県障害福祉課へご提出ください。
●お問い合せ　大分県障害福祉課　☎097-506-2725

平成23年度竹田市認可保育所入所及び放課後
児童クラブ利用の申込み受付について
　平成23年度の認可保育所への入所申込み受付及び放
課後児童クラブの利用申込み受付をそれぞれ行います。
　受付期間は平成23年１月４日㈫〜平成23年１月31日
㈪まで。
　保育所の申込書類は福祉事務所、各支所いきいき市民
課及び各保育所に、放課後児童クラブの申込書類は福祉
事務所、各支所いきいき市民課及び各放課後児童クラブ
にあります。
　詳しくは班回覧の案内チラシをご覧ください。
●お問い合せ　竹田市福祉事務所子育て支援係　☎63-4811
　　　　　　　荻支所いきいき市民課　　　　　☎68-2211
　　　　　　　久住支所いきいき市民課　　　　☎76-1111
　　　　　　　直入支所いきいき市民課　　　　☎75-2211

ご協力ありがとうございました
　日本赤十字社竹田市地区奉仕団では、12月４日㈯の
歳末助け合いチャリティーショー会場前で募金活動を行
いました。たくさんの市民の皆さんのご協力で当日は計
36,052円の募金が集まりました。寄付していただいた
募金は、世界各地で
多発する自然災害や
武力紛争による犠牲
者の緊急救援事業な
どに利用される「Ｎ
ＨＫ海外たすけあ
い」に寄付させてい
ただきました。

年　金
任意加入被保険者の方の保険料納付は口座振替で！
　国民年金の被保険者期間は20歳から満60歳までです
が、60歳までに老齢基礎年金の受給資格期間（25年）
を満たしていない場合や、40年より納付済期間が少な
いため老齢基礎年金を満額受給できない場合であって、
厚生年金・共済年金に加入していないときは、60歳以
降でも申出により任意で加入して保険料を納めることが
できる任意加入制度があります。
　この申出については、月々の保険料を確実かつ円滑に
納付いただくため、原則、口座振替をお申込みいただく
ようになります。
◎詳しくは年金事務所国民年金担当課へお問い合わせく
　ださい。
※お問合せ先　日本年金機構　大分年金事務所
　　　　　　　☎097-552-1211
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け

る
検

討
の

場
」

会
議

（
市

役
所

３
階

会
議

室
）

2
／

4

・
第

2
2
回

豊
肥

地
区

解
放

文
化

祭
　

1
2
:0

0
〜

1
6
:0

0
　

2
／

6

・
多

重
債

務
出

張
相

談
会

　
1
0
:0

0
〜

1
6
:0

0
 （

竹
田

市
総

合
社

会
福

祉
セ

ン
タ

ー
）

　
2
／

1
0

・
「

は
た

ち
の

献
血

」
キ

ャ
ン

ペ
ー

ン
　

〜
2
／

2
8
　

・
冬

の
省

エ
ネ

キ
ャ

ン
ペ

ー
ン

　
〜

3
／

3
1
 

※
行
政
相
談
に
関
す
る
お
問
い
合
せ
は
、
行
政
相
談
委
員
ま
で
（
小
河
晴
義
　
☎
62
–3
66
2、
太
田
正
一
　
☎
68
–2
48
0、
渡
辺
善
照
　
☎
77
–2
06
7、
斉
藤
義
昭
　
☎
75
–2
69
2）

竹
田
市
の
こ
よ
み
１

月20
11
年

農
業

委
員

会
事

務
局

農
地

係
か

ら
の

お
知

ら
せ

農
地
に
係
る
各
種
申
請
受
付
の
締
め
切
り
は
、
毎
月
20
日
で
す
。
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

●
お
問
い
合
せ
　
農
業
委
員
会
事
務
局
　
☎
63
-4
81
5

20
11

年
荻

地
域

新
春

歩
こ

う
会

と
　
き

　
１

月
１

日
㈯

　
5:

30
受

付
　

6:
00

開
会

と
こ
ろ

　
荻

公
民

館
ス

タ
ー

ト
〜

　
荻

町
馬

背
野

・
高

鼻
公

園
ゴ

ー
ル

参
加
料

　
小

学
生

以
上

　
10

0円
（

参
加

者
全

員
に

参
加

賞
あ

り
）

●
お
問
い
合
せ

   
荻

公
民

館
　
☎
68
-2
02
5　

第
24

回
新

春
た

こ
あ

げ
大

会
と
　
き

　
1月

3日
㈪

　
8:

30
受

付
　

9:
00

開
会

と
こ
ろ

　
竹

田
市

総
合

運
動

公
園

駐
車

場
　

　
参
加
料

　
30

0円
（

材
料

費
、

保
険

料
含

む
）

内
　
容

　
み

ん
な

で
た

こ
を

作
り

、
た

こ
あ

げ
を

し
て

楽
し

み
ま

す
。

終
了

後
、

ぜ
ん

ざ
い

を
食

べ
て

、
1年

の
健

康
を

祈
願

し
ま

し
ょ

う
！

●
お
問
い
合
せ

  竹
田

市
レ

ク
リ

エ
ー

シ
ョ

ン
協

会
　
☎
62
-2
29
8

か
ぼ

ち
ゃ

の
国

ま
つ

り
み

ん
な

で
楽

し
い

ひ
と

と
き

を
過

ご
し

ま
し

ょ
う

！
と
　
き

　
2月

5日
㈯

　
12

:3
0

〜
15

:3
0　

　
　

　
※

入
場

無
料

と
こ
ろ

　
竹

田
市

総
合

社
会

福
祉

セ
ン

タ
ー

多
目

的
ホ

ー
ル

内
　
容

　
く

ま
ひ

げ
コ

ン
サ

ー
ト

、
南

え
し

ょ
う

の
出

前
歌

説
法

　
　

　
　『

心
の

健
康

〜
仏

心
は

歌
心

〜
』

　
　

　
　

物
品

販
売

、
プ

レ
ゼ

ン
ト

抽
選

会
ほ

か
●
お
問
い
合
せ

   
社

会
福

祉
法

人
か

ぼ
ち

ゃ
の

国
　
☎
77
-2
77
4

竹
田
市
役
所
で
は
飲
酒
運
転
撲
滅
に
向
け
て
職
員
一
同
で
取
り
組
ん
で
お
り
ま
す

◎「
飲

酒
運

転
撲

滅
宣

言
10

か
条

」
　

１
　

私
は

、飲
会

の
時

に
は「

乗
り

合
わ

せ
出

勤
」を

し
ま

す
。

　
２

　
私

は
、「

節
度

あ
る

飲
酒

」を
し

ま
す

。
　

３
　

私
は

、常
に「

公
務

員
と

し
て

の
自

覚
」を

も
っ

た
運

転
を

し
ま

す
。

　
４

　
私

は
、飲

会
の

時
に

は「
車

の
カ

ギ
」を

持
ち

歩
き

ま
せ

ん
。

　
５

　
私

は
、「

職
場

で
の

飲
酒

運
転

を
し

な
い

、さ
せ

な
い

、許
さ

な
い

運
動

」を
確

実
に

守
り

ま
す

。
　

６
　

私
は

、「
酒

量
の

限
界

」を
感

じ
た

ら
断

る
勇

気
を

持
ち

ま
す

。
　

７
　

私
は

、「
自

分
自

身
」で

飲
酒

運
転

を
し

な
い

と
い

う
決

意
を

表
明

し
ま

す
。

　
８

　
私

は
、「

自
分

自
身

、自
分

の
家

族
、相

手
の

家
族

」を
大

切
に

し
ま

す
。

　
９

　
私

は
、「

自
分

自
身

で
飲

酒
運

転
予

防
対

策
」を

講
じ

ま
す

。
  

10
　

私
は

、率
先

し
て「

飲
酒

運
転

撲
滅

運
動

」に
参

加
し

ま
す

。

第
８

回
　

岡
の

里
文

化
財

探
訪

講
座

と
　
　
き

　
１

月
29

日
㈯

集
合
場
所

　
竹

田
市

文
化

会
館

前
広

場
9：

00
集

合
見
学
地

　
荻

地
域

の
文

化
財

（
岩

戸
橋

）
講
　
　
師

　
広

田
　

敦
さ

ん
※

参
加

料
50

0円
が

必
要

で
す

●
お
申
込
み
・
お
問
い
合
せ

　
竹

田
創

生
館

　
☎
62
-4
10
0

↑
日

本
古

来
の

遊
び

「
た

こ
あ

げ
」

に
挑

戦
！

　
家

族
み

ん
な

で
お

正
月

を
楽

し
み

ま
せ

ん
か

。



❺たけたん情報　平成23年１月号

1
㈯

・
元

旦
　

・
2
0
1
1
年

荻
地

域
新

春
歩

こ
う

会
　

5
:3

0
受

付
　

6
:0

0
開

会
（

荻
町

公
民

館
ス

タ
ー

ト
〜

荻
町

馬
背

野
・

高
鼻

公
園

ゴ
ー

ル
）

・
第

3
4
回

竹
田

元
旦

マ
ラ

ソ
ン

大
会

1
0
:3

0
ス

タ
ー

ト
（

竹
田

市
総

合
運

動
公

園
陸

上
競

技
場

）

2
㈰
3
㈪

・
第

2
4
回

新
春

た
こ

あ
げ

大
会

9
:0

0
〜

（
竹

田
市

総
合

運
動

公
園

）

4
㈫

・
仕

事
始

め
　

・
竹

田
市

立
歴

史
資

料
館

常
設

展
『

田
近

竹
邨

展
』

9
:0

0
-1

7
:0

0
　

〜
2
／

2
5
ま

で

・
お

は
な

し
の

へ
や

1
0
:3

0
-1

1
:0

0
（

竹
田

市
立

図
書

館
え

ほ
ん

の
へ

や
）　

・
荻

の
里

温
泉

休
館

日

5
㈬

・
松

岡
興

司
「

我
が

ま
ち

竹
田

」
写

真
展

9
:0

0
-1

7
:0

0
（

市
民

ギ
ャ

ラ
リ

ー
水

琴
館

）　
〜

1
6
日

ま
で

6
㈭

・
竹

田
温

泉
「

花
水

月
」

休
館

日

7
㈮
8
㈯

・
童

謡
と

絵
本

の
会

1
0
:0

0
-1

1
:3

0

（
佐

藤
義

美
記

念
館

〔
こ

の
こ

の
お

う
ち

〕）

9
㈰

・
 竹

田
市

成
人

式
 1

3
:0

0
〜

（
竹

田
市

文
化

会
館

）

10
㈪

・
成

人
の

日
　

・
平

成
2
3
年

竹
田

市
消

防
出

初
式

　
9
:3

0
-1

3
:0

0

（
直

入
総

合
運

動
公

園
グ

ラ
ウ

ン
ド

）
 

11
㈫

・
お

は
な

し
の

へ
や

1
0
:3

0
-1

1
:0

0
（

竹
田

市
立

図
書

館
え

ほ
ん

の
へ

や
）

・
こ

こ
ろ

の
健

康
相

談
（

竹
田

古
町

会
場

）：
要

予
約

　
1
3
:3

0
-1

5
:3

0
　

・
荻

の
里

温
泉

休
館

日

12
㈬

・
豊

肥
子

牛
市

場
　

9
:0

0
-1

2
:0

0
　

・
お

は
な

し
ル

ー
ム

1
3
:2

0
-1

4
:0

0
（

竹
田

幼
稚

園
）　

　

13
㈭

・
竹

田
温

泉
「

花
水

月
」

休
館

日

14
㈮

・
お

も
城

サ
イ

ト
ミ

ュ
ー

ジ
ア

ム
1
3
:0

0
〜

（
岡

城
跡

駐
車

場
）

※
要

予
約

：
文

化
財

課

☎
6
3
-4

8
1
8
　

・
彦

山
神

社
ど

ん
ど

焼
1
8
:0

0
-2

0
:0

0
（

宮
城

地
区

炭
竈

）

15
㈯

16
㈰

・
家

族
の

日

・
第

4
2
回

菅
生

地
区

駅
伝

競
走

大
会

　
9
:0

0
〜

開
会

式
（

菅
生

地
区

農
村

改
善

セ
ン

タ
ー

）

17
㈪

・
こ

こ
ろ

の
健

康
相

談
1
3
:3

0
-1

5
:3

0
（

荻
福

祉
健

康
エ

リ
ア

）：
要

予
約

　
・

い
な

り
の

日

・
荻

の
里

温
泉

休
館

日
　

・
防

災
と

ボ
ラ

ン
テ

ィ
ア

の
日

18
㈫

・
竹

田
素

描
同

好
会

　
第

1
3
回

展
　

9
:0

0
-1

7
:0

0
（

市
民

ギ
ャ

ラ
リ

ー
水

琴
館

）　
〜

3
0
日

ま
で

・
お

は
な

し
の

へ
や

1
0
:3

0
-1

1
:0

0
（

竹
田

市
立

図
書

館
え

ほ
ん

の
へ

や
）

19
㈬

・
 行

政
相

談
 1

0
:0

0
-1

2
:0

0
（

竹
田

市
総

合
社

会
福

祉
セ

ン
タ

ー
 相

談
室

）　
・

 行
政

相
談

 9
:0

0
-1

2
:0

0
（

久
住

支
所

 １
階

会
議

室
）　

・
 行

政
相

談
 1

0
:0

0
-1

2
:0

0
（

直
入

支
所

 相
談

室
）　

・
年

金
相

談
1
0
:0

0
-1

5
:0

0
（

竹
田

市
高

齢
者

い
き

い
き

交
流

セ
ン

タ
ー

）
※

8
:3

0
受

付
 問

日
本

年
金

機
構

大
分

年
金

事
務

所
 ☎

0
9
7
-5

5
2
-1

2
1
1
　

・
3
・

6
・

1
2
か

月
児

健
診

 1
3
：

0
0
〜

（
竹

田
市

総
合

社
会

福
祉

セ
ン

タ
ー

）・
大

分
県

行
政

書
士

会
無

料
相

談
会

1
3
:0

0
-1

6
:0

0
（

大
分

県
行

政
書

士
会

〔
大

分
市

〕）
　

・
こ

こ
ろ

の
健

康
相

談
1
3
:3

0
-1

5
:3

0
（

直
入

保
健

福
祉

セ
ン

タ
ー

）：
要

予
約

　
・

温
泉

療
養

文
化

館
「

御
前

湯
」

休
館

日
　

・
ブ

ッ
ク

ス
タ

ー
ト

1
4
:0

0
〜

（
竹

田
市

総
合

社
会

福
祉

セ
ン

タ
ー

）　
・

食
育

の
日

20
㈭

・
高

齢
者

大
学

竹
田

学
級

1
0
:0

0
-1

1
:0

0
（

竹
田

市
文

化
会

館
）　

・
行

政
相

談
1
0
:0

0
-1

2
:0

0
（

荻
支

所
１

階
厚

生
室

）　
・

多
重

債
務

出
張

相
談

会
1
0
:0

0
-1

6
:0

0
 （

豊
後

大
野

市
中

央
公

民
館

）
 ・

こ
こ

ろ
の

健
康

づ
く

り
講

演
会

 1
3
:3

0
-1

6
:0

0
（

荻
福

祉
健

康
エ

リ
ア

）
 ・

竹
田

温
泉

「
花

水
月

」
休

館
日

21
㈮

・
南

部
中

学
校

竣
工

式
  

1
0
:0

0
-1

2
:0

0

22
㈯

・
童

謡
と

絵
本

の
会

1
0
:0

0
-1

1
:3

0
（

佐
藤

義
美

記
念

館
「

こ
の

こ
の

お
う

ち
」）

・
第

3
3
回

川
合

尚
武

旗
竹

田
職

域
ク

ラ
ブ

駅
伝

競
走

大
会

　
1
4
:0

0
ス

タ
ー

ト
（

竹
田

市
総

合
運

動
公

園
陸

上
競

技
場

）

23
㈰

・
第

1
8
回

竹
田

市
Ｂ

＆
Ｇ

直
入

海
洋

セ
ン

タ
ー

室
内

綱
引

き
大

会
　

9
:0

0
〜

（
Ｂ

＆
Ｇ

直
入

海
洋

セ
ン

タ
ー

体
育

館
）

 

24
㈪

・
荻

の
里

温
泉

休
館

日
 

25
㈫

・
お

は
な

し
の

へ
や

1
0
:3

0
-1

1
:0

0
（

竹
田

市
立

図
書

館
え

ほ
ん

の
へ

や
）

 ・
荻

★
絵

本
の

読
み

聞
か

せ
 1

0
:0

0
〜

（
荻

福
祉

健
康

エ
リ

ア
 わ

い
わ

い
広

場
）　

・
こ

こ
ろ

の
健

康
相

談
1
3
:3

0
-1

5
:3

0
（

竹
田

市
総

合
社

会

福
祉

セ
ン

タ
ー

）：
要

予
約

　
・

認
知

症
予

防
講

習
会

　
1
3
:1

5
〜

（
竹

田
市

総
合

社
会

福
祉

セ
ン

タ
ー

）

26
㈬

・
３

歳
児

健
診

 1
3
:0

0
〜

（
竹

田
市

総
合

社
会

福
祉

セ
ン

タ
ー

）
・

精
神

保
健

相
談

1
4
:0

0
-1

6
:0

0
（

豊
肥

振
興

局
内

豊
肥

保
健

所
出

張
サ

ー
ビ

ス
会

場
）

※
要

予
約

問
豊

肥
保

健
所

　
☎

0
9
7
4
-2

2
-0

1
6
2
　

・
文

化
財

防
火

デ
ー

27
㈭

・
こ

こ
ろ

の
健

康
相

談
1
3
:3

0
-1

5
:3

0
（

久
住

保
健

セ
ン

タ
ー

）：
要

予
約

・
竹

田
温

泉
「

花
水

月
」

休
館

日

28
㈮

・
お

も
城

サ
イ

ト
ミ

ュ
ー

ジ
ア

ム
1
3
:0

0
〜

（
岡

城
跡

駐
車

場
）

※
要

予
約

：
文

化
財

課
　

☎
6
3
-4

8
1
8

29
㈯

30
㈰

・
Ⅴ

チ
ャ

レ
ン

ジ
リ

ー
グ

女
子

大
会

9
:0
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選挙管理委員会
農業委員会委員選挙人名簿登載申請書は
１月９日㈰までに提出を！
　竹田市選挙管理委員会では、毎年1月1日現在で農業
委員会委員選挙人名簿を作成します。
　この選挙人名簿は、農家の皆さんから提出された選挙
人名簿登載申請書に基づいて作成するものです。
＊申請資格のある人
　※次の３つの要件を全て備えていること。
　①竹田市に住所を有する者であること。
　②年齢が満20歳以上の者であること。（平成23年3月

31日において年齢満20歳に達する者）
　③（ア）10アール以上の農地で耕作の業務を営む者。
　　　（イ）耕作の業務を営む者の同居の親族または同居

の親族の配偶者であって年間概ね60日以上
耕作に従事している者。

＊提出期限　１月９日㈰まで自治会長に提出してください
●お問い合せ
　竹田市選挙管理委員会事務局　☎63-1111（内線360）
　竹田市農業委員会事務局　　　☎63-1111（内線282）

農　業
農業用廃プラスチック回収について
　使用済みのビニールやマルチなどの農業用廃プラス
チック類は、産業廃棄物に位置づけられており、法律で
適正な処理が義務づけられています。竹田市とJA大分
みどり地域本部は連携して、農業用廃プラスチックの回
収を下記のとおり実施します。
　回収場所へ運搬する場合は、「運搬車両の表示」及び

「書面の備え付け（携帯）」が法律で義務づけられていま
す。備え付け書類など無い場合は、下記の連絡先まで問
い合わせください。
　また、回収当日は、印鑑が必要になります。
　回収する農業用廃プラスチック類はハウスの農業用ビ
ニール、農業用のマルチ資材、ラップサイレージ肥料袋

（ビニール）、育苗用ポット、農薬のプラスチック製空容
器など
回収日程

『農ビニール』と『農ポリ』に分類して持ち込んでください。
地　域 日　　時 場　　所 

荻地域 １月18日㈫ 竹田市荻堆肥センター
（荻町高練木）

１月19日㈬
対　象 9:00 〜 15:00

※告知放送で後日またご連絡します。
処理経費はどのくらい？

　平成22年度は、市とＪＡ大分みどりが処理に係る
費用を半額助成していますので、農家負担は１㎏あた
り3.5円です。廃プラ回収場所にて徴収します。

不明な点については、下記に問い合わせください。
　ＪＡ大分みどり地域本部営農部園芸課　☎63-1224

　竹田市農政課　　　　☎63-4805
　荻支所産業建設課　　☎68-2211

種苗法をご存じですか？
　本市では様々な農作物が栽培されていますが、最近の新
しい品種のほとんどが種苗法に基づいて品種登録されてお
り、身近な例では栽培を推進しているワレモコウやプラム
も市内の農家が新品種を育種して登録されています。
　種苗登録とは、種苗を育成した人の権利と種苗の保護、
そして、農作物の生産振興を図るための特許といえるも
ので、登録品種を栽培する場合には種苗法の規程に基づ
いて様々な制約が生じますのでご注意ください。

〔登録種苗の取り扱いで、種苗法により禁止されている事項〕
　基本的には、育成者に対して許可なく登録種苗を増や
して販売・譲渡する行為が禁止されていますが、実際に
販売・譲渡しなくても違反になる場合もあり、次の行為
が違反となります。
　○種苗（苗、種、球根、穂木、その他種苗とできる全てのもの）

を生産すること
　○譲渡、注文を受けたり店頭に並べるなど譲渡の申し出を

すること。
　○輸出や輸入すること
　○譲渡目的のために保管や調整などすること
　○育成者又は種苗会社等販売者との栽培等の契約を違反す

ること
　※適正なルートで購入した種苗を用いて、消費者が消費す

る青果物・切り花・穀物などとして栽培して収穫物を生
産する行為は、通常の生産活動なので問題はありません。

〔補足〕
　・園芸店等で販売されている苗物にも登録品種が多くなっ

ており注意が必要です。
　・登録種苗では、食料用に購入したものから種苗を増やす

ことも禁止されています。
　・他人に渡すだけでなく、他人から登録種苗をもらう行為

も違法となります。
違反した場合の罰則
違反した場合の罰則は非常に厳しく、次のとおりとなっています。
  ◎登録品種の種苗について育成者権を侵害した者は、３年以下

の懲役又は300万円以下（法人の場合は1億円以下）の罰金
が課されます（種苗法第56条及び60条）。

  ◎育成者権者又は専用利用権者は、故意又は過失により自己の
育成者権又は専用利用権を侵害した者に対し、その登録品
種等の利用に対し受けるべき金銭の額に相当する額の金銭
を、自己が受けた損害の額としてその賠償を請求すること
ができる

（種苗法第34条）。
  ※さらに、上記に加えて、違法行為で販売・譲渡した種苗の処

分などが強制されるので、結果として違法行為で得た利益
を遙かに上回る莫大な金額を支払うことになります。

　種苗法違反は、大分県内においても新聞等で報道され
たこともあり、農家においては種苗法を守って農作物を
栽培することが求められています。
〔種苗法に関するお問い合せ先〕
　竹田市農政課営農係　　　　　☎63-4805
　大分県豊肥振興局生産流通部　☎63-3177



講演会
ネットあんしん講習会 in 竹田市
日　時　１月14日㈮　14:00 〜 16:00
場　所　竹田商工会議所　２階ホール
内　容　ウィルス・迷惑メール対策、無線LANのセキュ

リティ、個人情報の取り扱いに注意、ファイル
交換ソフトについて（Winnyなど）、ブログや
twitterなどで情報発信する際の注意点など

定　員 　30名　　　※受講料無料
〔主催〕大分県、財団法人ハイパーネットワーク社会研究所
〔後援〕竹田市、竹田商工会議所
●お申込み・お問い合せ　ホームページからの参加登録、

またはメールかFAXにて送付をお願いします。
　http://www.hyper.or.jp/anshinkoshu2010
　E-Mail：anshinseminar@hyper.or.jp　
　FAX	097-537-8820　
　ネットあんしんセンター　☎097-537-8180

市民課
住民基本台帳カード交付の際の本人確認が徹底されます
　昨年から偽造運転免許証を利用した住基カードの不正
取得事件が多数発生しています。このたび、住民基本台
帳事務処理要領が改正され、住基カードを交付する際の
本人確認を徹底することになりました。
　平成23年1月1日以降、住民基本台帳カード交付の際
に必要な本人確認資料は、パスワードが明確なＩＣカー
ド運転免許証をお持ちの場合を除き、その他の本人確認
書類（健康保険証・年金手帳・通帳等）が複数必要にな
ります。
　詳しくは住基カード交付申請の際に必要な書類を説明
します。ご協力をお願いします。
●お問い合せ　竹田市市民課　☎63-4804

縦　覧
社会資本整備総合交付金（まちづくり交付金）に係る
都市再生整備計画書（第５回変更）の縦覧について
１）縦覧場所と期間
　　縦覧場所　竹田市役所建設課
　　縦覧期間　平成23年1月7日㈮から1月21日㈮まで
　　　　　　　８:30 〜 17:00
　　　　　　　＊土・日曜日、祝祭日は除く
●お問い合せ　竹田市建設課都市計画係　☎63-4808

休日及び夜間の在宅当番医
大久保病院　	☎64-7777

受付時間　平日夜間　18:00 〜 21:00
　　　　　土　曜　日　13:00 〜 21:00
　　　　　休　　日　  8:30 〜 21:00

注意事項　・かかりつけの病院がある場合は、できるだけ
そこで診てもらうようお願いします。

　　　　　・事前に症状、年齢、その他必要事項を病院へ
電話連絡したうえで受診をしてください。

　　　　　・症状が重い場合は救急車を呼んでください。
※竹田医師会病院でも電話で相談いただき、可能な場合は診療します。

小児科外来休日当番院
当 番 日 医療機関 電話番号

12月26日㈰ みやわき小児科（三重町） 0974-24-0230   

12月29日㈬
みやわき小児科（三重町）
※午前中 0974-24-0230
三重東クリニック（三重町）
※午前中 0974-22-6333

12月30日㈭・31日㈮
１月１日㈯・２日㈰・
３日㈪　

豊後大野市民病院（緒方町）0974-42-3121

＊１月の小児科外来休日当番院表は竹田市のホームページ
（http://www.city.taketa.oita.jp/）、たけたケーブルテレビ
のデータ放送でご確認ください。
受付時間　8:30	〜	11:30（こども診療所は9:00 〜 11:30）
診療時間　9:00	〜	12:00（三重東クリニックは8:30 〜 12:00）
※土曜日については、上記以外にも診療を行っているとこ
ろがあります。
■お問い合せ先
○豊後大野市民病院（☎0974-42-3121）
　http://ogatahp.ddo.jp/
○みやわき小児科（☎0974-24-0230）
　http://www.miyawaki-kodomo.com/
○三重東クリニック（☎0974-22-6333）
　http://www.sekiaikai.jp/index.html
○竹田市立こども診療所（☎0974-63-3838）
　http://www.city.taketa.oita.jp/
○大分県豊肥保健所（☎0974-22-0162）

歯科休日当番医院
当 番 日 医療機関 電話番号

12月29日㈬ 荻歯科診療所（荻） 0974-68-3263
12月30日㈭ 長湯ごとう歯科（直入） 0974-75-3001
12月31日㈮ 長湯ごとう歯科（直入） 0974-75-3001
１月１日㈯ 高山歯科医院（竹田） 0974-63-2561
１月２日㈰ 竹下歯科医院（竹田） 0974-62-2662
１月３日㈪ 荻歯科診療所（荻） 0974-68-3263
１月９日㈰ 歯科筑紫医院（久住） 0974-76-0024
1 月 10日㈪ ふじさわ歯科医院（竹田） 0974-64-1118
1 月 16日㈰ まつもと歯科クリニック（竹田） 0974-62-2400
1 月 23日㈰ 荻歯科診療所（荻） 0974-68-3263
1 月 30日㈰ 長湯ごとう歯科（直入） 0974-75-3001

※診療時間を確認のうえ、受診してください。
○大分県歯科医師会　☎	097-545-3151
　http:www.oita-dental-a.or.jp/
受診時の注意　当番院は、やむを得ず変更になる場合があります。
あらかじめ当番院または竹田市消防署（☎ 63-0119）にお電話
で確認されるようお願いします。また、院外薬局が休みの場合は、
あらかじめ用意されて約束処方となることがありますので、ご了
承ください。

❼たけたん情報　平成23年１月号
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事　業　所　名 事業所の内容 求人職種 求人数 賃金 備　考（資格等）

医療法人 雄仁会
（加藤病院） 医療・介護保険業

給食調理員 3 11.2 万 できれば調理師
正看護師 3 21.6 〜 21.9 万 正看護師
看護助手 2 12.5 〜 12.8 万 有資格者優遇

株式会社 ローケン
有料老人ホーム　訪問介
護事業　通所介護事業　
在宅介護支援事業短期入
所生活介護

社会福祉士又は社会
福祉主事 1 15.0 〜 18.0 万 社会福祉士又は社会福

祉主事
介護職員 1 14.0 万 ヘルパー 2 級
准看護師 1 17.0 〜 18.0 万 准看護師

社会福祉法人 竹田市社
会福祉協議会

福祉関係団体の支援・地域福祉
事業・市との共済事業・介護保
険事業・県市からの委託事業

介護支援専門員 1 15.0 万 介護支援専門員
社会福祉士 1 15.0 万 社会福祉士
保育士（久住保育所） 1 14.3 万 保育士

社会福祉法人 孝寿福祉会
（美晴が丘・伊藤医院）

特別養護老人ホーム・短期
入所者生活介護・老人通所
介護・訪問介護・居宅介護
支援・配食サービス

ケアワーカー 3 14.3 万〜 17.4 万 介護福祉士又は準じた
資格

准看護師 1 14.0 〜 20.3 万 准看護師
正看護師 1 16.5 〜 22.3 万 正看護師

社団法人 竹田市医師会
（竹田医師会病院） 病院

薬剤師 1 28.0 〜 33.0 万 薬剤師
診療放射線技師 1 22.6 〜 26.6 万 診療放射線技師
理学療法士 2 22.3 〜 26.3 万 理学療法士
正看護師 5 21.0 〜 25.3 万 正看護師

竹田市医師会立（竹田
訪問看護ステーション）訪問看護 正・准看護師 2 16.0 〜 25.3 万 正・准看護師

正・准看護師 2 時給 900 〜 1,000 円 正・准看護師

特定医療法人社団 大久
保病院 医療・介護老人保健施設等

薬剤師 1 29.1 〜 32.7 万 薬剤師
正看護師（ヴァル・ド） 1 22.6 〜 32.1 万 正看護師
准看護師（外来） 2 16.4 〜 23.2 万 准看護師

社会福祉法人 偕倖社
（悠々居）

特別養護老人ホーム
デイサービス　等

正・准看護師 1 16.3 〜 18.1 万 正・准看護師

介護職 2 14.4 〜 15.4 万 できればホームヘルパー
2 級又は介護福祉士

有限会社 工藤商店 新建材等の販売及び
飲食業

調理師又は調理補助 1 13.5 〜 25.0 万 和洋食調理ができる方
大工 1 19.2 〜 36.0 万 建築大工技能士 2 級

配管技士 1 15.0 〜 25.0 万 管工事施工管理技士 
浄化槽設備士

株式会社 長湯歴史温泉
伝承館 温泉入浴施設 レストランホールスタッフ 2 11.0 〜 15.0 万

調理スタッフ 1 11.0 〜 15.0 万
株式会社 安愚楽牧場 
大分支店

黒毛和牛種の飼養と枝肉
販売 飼育係 3 16.2 〜 25.0 万 小型車輌・フォークリ

フト等歓迎

株式会社 ミヤマ 総合建設業

職長（土木・舗装） 1 25.3 〜 39.1 万
土木及び舗装施工管理
技士 2 級以上車輌系建
設機械免許

工務技士 1 32.2 〜 36.8 万 舗装施工管理技士 1 級
以上

オペレーター 1 34.5 〜 41.1 万
2 級土木・舗装・建設
機械施工管理技士のい
ずれか

九州ジージーシー株式
会社 サリナスの製造 機械メンテナンス 3 14.7 万〜 23.0 万 岡山・日田への転勤の

可能性あり

求　人 ハローワーク豊後大野竹田職業相談室☎63-1101
①料理人1人16 〜 20万　②フロント・レストランスタッフ2人15 〜 18
万③大型運転手1人17.6万　④介護職員1人13.7 〜 15.7万　⑤土木施工
管理者1人23 〜 34.5万　⑥車検整備士1人18.1 〜 25.1万　⑦事務員1
人13.2万　⑧養豚作業員1人17〜22万　⑨調理師1人15〜20万　⑩正・
准看護師1人15.6 〜 27.6万　⑪裁断管理者1人15 〜 17万　⑫林業作業
員1人14.4万
〔パート求人（時給）〕
⑬清掃員１人650 〜 800円　⑭ホール係1人1,200円　⑮一般事務員1人
700 〜 900円　⑯リハビリ助手1人650 〜 800円　⑰洗い場係1人650
〜 813円　⑱接客係1人750 〜 800円　⑲販売員1人643円　⑳作業員1
人650円　㉑営業員1人750 〜 850円　㉒レジ担当者1人750円　㉓食器
洗浄係2人700 〜 900円　㉔ホームヘルパー 2人1,200 〜 1,450円

必ず
チェック！

大分県の最低賃金

１時間		643円
効力発生年月日：平成22年10月24日

●お問い合せ
　豊後大野労働基準監督署　☎	0974-22-0153

件　　　名 時間額 効力発生年月日
鉄鋼業 775円

平成22年
12月25日

非鉄金属製造業 768円
電子部品・デバイス・電子
回路、電気機械器具、情報
通信機械器具製造業

703円

自動車・同附属品製造業、
船舶製造・修理業、舶用機
関製造業

753円

各種商品小売業 683円
自動車（新車）小売業 711円


	本文（個人情報なし）.pdf
	情報（広告なし）

